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午前九時〇〇分開議 

○議長（谷重幸君） おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１０人です。定足数に達していますので、これから本日の会議

を開きます。 

 報告します。教育長は公務のため、午後から欠席です。代わって教育長職務代理、出口

和幸氏が出席します。 

 本日の日程はお手元に配付のとおりです。 

 日程第１ 議案第８号 令和４年度美浜町一般会計予算についてを議題とします。 

 なお、一般会計予算の細部説明及び質疑につきましては、ページ範囲を指定して行いた

いと思います。 

 まず、「第１表 歳入歳出予算」「第２表 債務負担行為」「第３表 地方債」、歳入

歳出予算事項別明細書及び歳入第１款町税から第１３款使用料及び手数料について、細部

説明を求めます。 

 予算書の１ページから２４ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） おはようございます。 

 議案第８号 令和４年度美浜町一般会計予算について細部説明を申し上げます。 

 令和４年度美浜町一般会計予算について、細部説明を申し上げます。 

 令和４年度歳入歳出予算の総額はそれぞれ３９億１１，５６５千円で、前年度の当初予

算と比較いたしますと１億９５，１２０千円の増額、率にして５．３％の増でございます。

主な要因は、上田井地区津波避難施設整備工事、寺田橋の架替工事など普通建設事業の増

額によるものでございます。 

 ６ページに債務負担行為の一覧表、７ページには地方債の一覧表となってございます。 

 第２表 債務負担行為につきましては、主なものとして、地域福祉計画策定業務、煙樹

海岸キャンプ場管理業務、都市計画マスタープラン改定業務、小中学校・ひまわりこども

園電気量デマンド監視業務でございます。来年度以降必要となる金額を限度額としてお願

いするものでございます。 

 ７ページ、第３表 地方債につきましては、今年度実施の事業のうち起債を充当するも

のについて、借入れ限度額などを定めるものでございます。 

 それでは、歳入の方から申し上げます。 

 １１ページから２４ページまでの歳入、町税から使用料及び手数料についてご説明申し

上げます。 

 １１ページの町税、町民税につきましては、個人分が２億７８，５５０千円、対前年度

比では１，０５０千円の減額でございます。主な要因は、納税義務者の減によるものでご

ざいます。法人分につきましては１２，７０１千円、対前年度比２００千円の増額を見込

んでございます。実績見込みによるものでございます。町民税の合計は２億９１，２５１

千円で、対前年度比８５０千円の減額、０．３％の減でございます。 
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 固定資産税は２億３６，０５０千円で、対前年度比では７５０千円の増額でございます。

土地については、地価の下落により減額となっていますが、家屋・償却資産では実績見込

みにより増額でございます。 

 国有資産等所在市町村交付金及び納付金は１，０７９千円を計上してございます。 

 固定資産税の合計は２億３７，１２９千円で、対前年度比では３６０千円の増額、０．２％

の増でございます。 

 軽自動車税は２７，６５０千円、内訳は、環境性能割７５０千円、種別割２６，９００

千円でございます。 

 １３ページ、たばこ税は２４，０００千円で、前年度と同額でございます。 

 町税の合計は５億８０，０３０千円で、対前年度比では２９０千円の減額で、予算全体

に占める割合は１４．８％でございます。 

 地方譲与税、地方揮発油譲与税は４，０００千円、自動車重量譲与税は１４，０００千

円で、前年度実績及び地方財政計画を勘案し計上してございます。 

 森林環境譲与税は８７２千円でございます。 

 地方譲与税の合計は１８，８７２千円で、歳入予算全体に占める割合は０．５％でござ

います。 

 利子割交付金は５００千円でございます。前年度実績及び地方財政計画を勘案し計上し

てございます。 

 １５ページ、配当割交付金は３，０００千円で、前年度と同額でございます。歳入予算

全体に占める割合は０．１％でございます。 

 株式等譲渡所得割交付金は２，０００千円を計上してございます。 

 法人事業税交付金は５，０００千円でございます。和歌山県からの通知により予算計上

してございます。 

 地方消費税交付金は１億５０，０００千円で、対前年度比では２０，０００千円の増額

でございます。前年度実績及び地方財政計画等を勘案し計上してございます。歳入予算全

体に占める割合は３．８％でございます。 

 環境性能割交付金は２，０００千円でございます。前年度実績及び地方財政計画等を勘

案し計上してございます。 

 １７ページ、地方特例交付金は２，０００千円で、前年度実績及び地方財政計画により

計上してございます。地方特例交付金の歳入予算全体に占める割合は０．１％でございま

す。 

 地方交付税は１６億２１，６５１千円で、対前年度比１億４８，０８７千円の増額、率

にして１０．０％の増でございます。前年度実績及び地方財政計画等を勘案し計上してご

ざいます。地方交付税の歳入予算全体に占める割合は４１．５％でございます。 

 交通安全対策特別交付金は６００千円で、前年度と同額でございます。 

 分担金及び負担金、分担金、農林水産業費分担金、農業費分担金２，２９０千円は、町
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単独事業受益者負担金など土木費分担金１８７千円は、小規模土砂災害対策事業に対する

分担金でございます。 

 １９ページ、負担金、民生費負担金、社会福祉費負担金２，５７７千円は、老人福祉費

負担金、児童福祉費負担金７，８２５千円は、広域入所や町内の認可保育所、学童保育に

係る自己負担分でございます。 

 教育費負担金、こども園費負担金は８，２７０千円、学校給食費負担金２７，２００千

円、滞納繰越分は１０千円でございます。 

 分担金及び負担金の合計は４８，３５９千円で、対前年度比では１０，６４５千円の減

額、歳入予算全体に占める割合は１．２％でございます。 

 使用料及び手数料、使用料、衛生使用料は４，２３６千円で、斎場や墓地の使用料でご

ざいます。 

 土木使用料１１，４８９千円は、公営住宅使用料、教育使用料１，２９２千円は、公民

館などの公共施設やひまわりこども園のバスの使用料などでございます。 

 ２１ページ、商工使用料１，３０１千円は、前年度と同額でキャンプ場等の使用料でご

ざいます。なお、キャンプ場の指定管理者が決まれば、減額させていただきます。 

 手数料、総務手数料２，４７６千円は、対前年度比で１１９千円の減額でございます。 

 衛生手数料２０，３５４千円は、清掃手数料や畜犬登録等の手数料でございます。 

 使用料及び手数料の合計は４１，１４８千円で、対前年度比では１，０２５千円の減額、

歳入予算全体に占める割合は１．１％でございます。 

 以上でございます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番です。大まかにですが、８ページ、事項別明細ですが、このあ

たりでも町税、町４税はほぼ前年並みより若干の減額ですが、その他美浜町外からの、例

えば法人事業税、地方消費税交付金であるとか、そのあたり結構増額のような感じであり

ます。 

 と言いますところは、財政計画もあるんでしょうけれども、我が町以外は景気が令和４

年度はよくなっていっているというような判断なんですかね。そういうような判断をして

いいのかどうか、何かそれだけ見ると、うち以外はいいのかなと思うんですが、そのあた

りのそういう考えについてはどうですか。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 地方消費税交付金、本年度の予算額につきましては１億５０，０００千円、前年度より

２０，０００千円の増となっております。この地方消費税交付金につきましては、消費税

の１０％のうち、地方の消費税率２．２％分が国のほうから交付されるものでございます。

令和４年度の地方財政計画の増減率につきましては２．９％の増といったことでございま

す。 
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 それと、前年度実績でございますけれども、令和３年度につきましては１億５７，２５３

千円といったところで、今年度の予算につきましては、前年度実績及び地方財政計画を鑑

みた中で予算計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 今のご答弁からすると、そうすると景気はそんなにそうでもないと

いうような判断でいいわけですよね、何か取り立ててほかのところからいっぱいお金が入

ってくるんではないと。 

 それともう一点、違う質問になるような、同時にしたらよかったんですけれども、地方

交付税ですか、普通交付税はすごい伸びですが、これ特別交付税は下がっていますよね。

これはまた、なぜこういう計上になったのか少しご説明を願いたいのと、それと、これ歳

出のところで聞く話なんでしょうか。でも、指定管理云々とありましたが、キャンプ場は

例年どおりの日程での開場予定ということでいいんですかね。後で聞けたら、別に今答弁

は結構ですけども。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 特別交付税についてでございます。特別交付税については、交付税全体的なことになる

んですけれども、地方財政計画では３．５％の増といったことでございます。 

 令和２年度の決算でいきますと、予算がたしか１億４０，０００千円でございまして、

決算が１億３５，２７４千円、令和元年度につきましては１億３９，６６３千円といった

ところで、１億４０，０００千円の予算額に対して予算割れが起こっていると、地方交付

税全体を捉えたら予算額以上とはなっておるんですけれども、特別交付税だけ捉えていき

ますと、予算割れの状況やということで、令和４年度につきましては１億３０，０００千

円を予算計上させていただいたといったところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） キャンプ場についてお答えします。 

 指定管理云々というようなお話も、以前、説明させていただきましたけれども、予算計

上はコロナの状況にもよりますけれども、今のところ町長からも通常どおりというふうな

指示もいただいておりますので、今のところは通常どおりというふうなことで考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） ２０ページの滞納繰越しのところですが、保育料の滞納とありま

すが、これは何名ぐらいになっていますか、そこのところ詳しく。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 
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○教育課長（河合恭生君） 保育料の滞納でございます。 

 令和２年度の決算の時点で、金額にして１，０４８千円、世帯数が４世帯でございまし

た。 

 私ども滞納整理の規則を新たに制定して、それ以降、今日に至るまで、この滞納処理に

当たってきたわけでございます。その中で１世帯につきましては、既に時効が成立して私

どもが徴収する権利がなくなっていますので、不納欠損ということで処理させていただい

ているところでございます。残りの３件の方で８４８，８００円が令和２年度の決算時の

金額になります。 

 この３件の方のうち２件につきましては今日に至るまで債務を承認していただき、時効

を援用し、その後、納付計画も提出していただき、現時点においては５千円とか１０千円

とか分納していただいているところでございます。残りの１件の方につきましては、他県

のほうに転出してございます。何通か催告書を発送しているところでございますけれども、

現時点においては何の返答もないという状況でございます。 

 時効のほうもまだ２年数か月ということで、時効が成立するまで５年あります。私とい

たしましては、このコロナの状況も鑑みながら、一度いわゆる催告書を発送した他県の住

所地のほうへちょっと足を運んで、会えるかどうか分かりませんけれども、発送した郵便

は所在不明で返ってきてございませんので、まずは私どもが今把握している住所地のほう

へ出向いていきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 次に、第１４款国庫支出金から第２１款町債について細部説明を求

めます。 

 予算書の２３ページから３８ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） 次に、２３ページから３８ページまでの歳入、国庫支出

金から町債についてご説明申し上げます。 

 ２３ページの国庫支出金、国庫負担金、民生費国庫負担金は１億８０，０３０千円でご

ざいます。 

 主なものは、社会福祉費負担金は、障害者自立支援給付費等負担金８１，０００千円、

国民健康保険保険基盤安定負担金８，５４０千円、児童福祉費負担金は、児童手当負担金

４９，８４４千円、子どものための教育・保育給付費国庫負担金２４，２４３千円でござ

います。衛生費国庫負担金６，８３１千円は、新型コロナウイルスワクチン接種対策費国

庫負担金でございます。 

 国庫負担金の合計は１億８６，８６１千円、対前年度比は５，６１２千円の増額でござ

います。 

 国庫補助金につきましては、農林水産業費国庫補助金は８２５千円でございます。 

 土木費国庫補助金７７，３５９千円は、道路交通安全対策事業、住宅耐震化促進事業、

社会資本整備総合交付金でございます。道路交通安全対策事業は寺田橋の架替工事の交付
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金、社会資本整備総合交付金は町営住宅和田Ｂ団地屋根外壁改修工事の交付金でございま

す。 

 教育費国庫補助金は１，１６８千円でございます。特別支援教育就学奨励費補助金、保

育士等処遇改善臨時特例交付金などでございます。 

 ２５ページ、商工費国庫補助金は４４４千円でございます。７市町で官民連携の組織を

立ち上げ、体験型観光を推進していくための地方創生推進交付金でございます。 

 民生費国庫補助金２４，２８６千円は、地域生活支援事業費補助金９，２１９千円の

ほか、子ども・子育て支援交付金１２，００４千円、保育士等処遇改善臨時特例交付金

２，０６１千円などでございます。 

 総務費国庫補助金４４，５５７千円は、対前年度比３６，５７２千円の減額でございま

す。要因は、空き家対策総合支援事業補助金、自治体オンライン手続申請事業委託と基幹

系システム標準化・共通化対応委託業務に伴うデジタル基盤改革支援補助金の皆増もござ

いますが、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の減額によるものでござい

ます。 

 衛生費国庫補助金５，８６０千円は、浄化槽設置整備事業費補助金５８０千円、新たな

ステージに入ったがん検診の総合支援事業補助金３８４千円、母子保健衛生費補助金２５７

千円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金３，９８５千円、緊急風し

ん抗体検査等事業補助金６５４千円でございます。 

 消防費国庫補助金８５，０００千円は、上田井地区津波避難場所整備事業補助金でござ

います。 

 国庫補助金の合計は２億３９，４９９千円、対前年度比は４４，８７８千円の増額でご

ざいます。 

 ２７ページ、国庫委託金、総務費国庫委託金は６，４７９千円でございます。参議院議

員選挙委託金などでございます。 

 民生費国庫委託金２，３９１千円は、国民年金事務費委託金などでございます。 

 国庫委託金の合計は８，８７０千円でございます。 

 国庫支出金の合計は４億３５，２３０千円で、対前年度比では５０，８３７千円の増額、

歳入予算全体に占める割合は１１．１％でございます。 

 次に、県支出金について申し上げます。 

 県負担金、民生費県負担金は１億２２，９１０千円で、対前年度比１，８８２千円の減

額でございます。主なものは、社会福祉費負担金では、国民健康保険保険基盤安定負担金

２６，６５８千円、後期高齢者医療保険基盤安定負担金２３，１３９千円、障害者自立支

援給付費等負担金４０，５００千円、児童福祉費負担金では、児童手当負担金１１，５５８

千円、子どものための教育・保育給付費県費負担金１１，２９２千円でございます。 

 県負担金の合計は１億２２，９１０千円、対前年度比では１，８８２千円の減額でござ

います。 
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 ２９ページ、県補助金でございますが、総務費県補助金４，７０６千円は、市町村消費

者行政強化交付金５８３千円、和歌山県移住支援事業補助金１，２００千円、新型コロナ

ウイルス感染症対策として、わかやま防災力パワーアップ補助金２，４０９千円、子ど

も・子育て支援交付金５１４千円でございます。 

 民生費県補助金３９，４４２千円は、主に、医療、介護をはじめとする社会福祉及び児

童福祉に関する補助金でございます。 

 衛生費県補助金２，１５７千円は、各種検診に係る保健衛生費補助金１，５７７千円、

合併浄化槽設置に係る県補助金５８０千円でございます。 

 農林水産業費県補助金３０，５７５千円は、農業費、林業費、水産業費の県補助金でご

ざいます。 

 農業費補助金は３，７４５千円で、主なものは、経営所得安定対策直接支払推進事業

１，２４５千円、多面的機能支払交付金９３２千円などでございます。 

 林業費補助金は２４，１３０千円で、この内訳は、森林病害虫等防除事業補助金２，７０１

千円、保安林作業員を雇用するための補助金として、市町村民の森事業補助金３，２０５

千円、松くい虫防除事業損失補償金１８，２２４千円、水産業費補助金では、河川流出物

等回収事業補助金３００千円、三尾漁港海岸漂着物等地域対策推進事業２，４００千円で

ございます。 

 土木費県補助金４，０９８千円は、住宅耐震化促進事業の補助金でございます。 

 ３１ページ、教育費県補助金１，５８７千円は、人権啓発市町村助成事業や子どもの居

場所づくり推進事業、中学校費補助金では、紀の国緑育推進事業に取り組むための補助金

と、部活動指導員を雇用するための補助金、運動部活動推進事業補助金でございます。 

 保健体育総務費補助金は、和歌山県市町村ジュニア駅伝競走大会開催事業補助金１６千

円を計上してございます。 

 移譲事務市町村交付金は１７８千円でございます。 

 消防費県補助金、わかやま防災力パワーアップ補助金３，５２９千円は、各地区自主防

災会の運営、地区避難路整備工事や備蓄倉庫新築工事などの補助金でございます。 

 県補助金の合計は８６，２７２千円、対前年度比では１２，６０６千円の減額でござい

ます。 

 県委託金につきましては１８，２８０千円で、県民の友配布委託や県民税徴収委託、統

計調査に係る委託金、県知事選挙・県議会議員選挙の委託金でございます。 

 県支出金の合計は２億２７，４６２千円で、対前年度比では７，０５２千円の減額、歳

入予算全体に占める割合は５．８％でございます。 

 財産収入、財産運用収入は、各種基金等の利子及び配当金で２，３５６千円、３３ペー

ジ、財産貸付収入は２９７千円、財産収入の合計は２，６５３千円で、対前年度比は１６６

千円の減額、歳入予算全体に占める割合は０．１％でございます。 

 寄附金、一般寄附金は、ふるさと納税寄附金で前年度と同額の３億円を見込んでござい
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ます。歳入予算全体に占める割合は、７．７％でございます。 

 繰入金、基金繰入金、財政調整基金繰入金は１億８０，０００千円で、前年度比

１０，０００千円の増額、高齢者福祉基金繰入金は１０，０００千円、水と土保全基金繰

入金は１１千円、住宅基金繰入金は２３，２７５千円、３５ページ、森林環境譲与税活用

基金繰入金は４４２千円、大原俊樹蔵書基金繰入金は５００千円でございます。 

 繰入金の合計は２億１４，２２８千円で、対前年度比では３３，８０３千円の増額でご

ざいます。歳入予算全体に占める割合は５．５％でございます。 

 繰越金７０，０００千円は、前年度と同額を計上してございます。歳入予算全体に占め

る割合は１．８％でございます。 

 諸収入、延滞金加算金及び過料、延滞金は５００千円、預金利子は１００千円を計上し

てございます。 

 雑入につきましては１７，０３２千円でございます。 

 主なものは、新浜区・吉原西地区に対するコミュニティ助成事業５，０００千円、３７

ページ、宝くじの売上げが配分される県市町村振興協会市町村交付金４，０００千円、

介護予防サービス計画費２，４５３千円、土地改良施設維持管理適正化事業（県土連）

３，１５０千円を計上してございます。 

 諸収入の合計は１７，６３２千円、対前年度比では６，１１７千円の増額でございます。

歳入予算全体に占める割合は０．５％でございます。 

 町債は、交付税措置のある有利な起債を活用した予算編成となってございます。 

 まず、土木債２６，６００千円は、寺田橋の架け替えに対して、充当率９０％でござい

ます。 

 消防債は１億１２，６００千円で、消防車両の購入費や県総合防災情報システム再整備

負担金に対して、充当率１００％、上田井地区津波避難施設整備事業に対しては、充当率

９０％でございます。 

 最後に、臨時財政対策債は３０，０００千円で、対前年度比では９０，０００千円の減

額、地方財政計画を勘案し計上してございます。 

 町債の合計は１億６９，２００千円、対前年度比では４８，７００千円の減額でござい

ます。歳入予算全体に占める割合は４．３％でございます。 

 以上が、歳入についてでございます。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上げま

す。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） 次に、歳出、第９款教育費について細部説明を求めます。 

 予算書の１０５ページから１３０ページまでです。教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） おはようございます。 

 それでは、ご説明申し上げます。１０５ページから１３０ページまでの教育費について
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ご説明申し上げます。 

 １０５ページの教育費、教育総務費、教育委員会費は１，５６８千円、前年度と同額で

ございます。教育委員等の報酬１，４２５千円、そのほか教育委員会運営に要する経費を

計上してございます。 

 事務局費は４６，６５６千円、対前年度比は１６２千円の減額でございます。教育長、

職員４名、小中学校の図書館司書の人件費や通学バスの運行委託料などを計上してござい

ます。 

 １０７ページ、教育諸費は２，７３３千円で、各種協議会等への負担金等を計上してご

ざいます。 

 １０９ページ、外国青年招致事業費は４，２９６千円で、英語指導助手に要する経費を

計上してございます。 

 教育施設整備基金費１０２千円は、利子積立金でございます。 

 教育費、教育総務費の合計は５５，３５５千円でございます。対前年度比は９２５千円

の減額でございます。 

 小学校費、学校管理費は６８，１１８千円、対前年度比は７，８１１千円の増額でござい

ます。主な要因は、和田小学校屋外倉庫改築工事によるものでございます。報酬５，２３３

千円は、医師報酬、薬剤師報酬、町単講師の報酬でございます。給料７，６６４千円、職

員手当等２，５７６千円、共済費２，４８３千円は、校務員・町単講師の人件費でござい

ます。 

 １１１ページ、需用費２０，７９８千円、役務費５，９８２千円、委託料は１，２７１

千円でございます。使用料及び賃借料１３，８２７千円は、コンピューターの借上料など

でございます。 

 工事請負費では、和田小学校屋外倉庫改築工事３，７０７千円を計上してございます。

原材料費は９５千円、備品購入費は２，５６３千円で、校舎器具や図書の購入費でござい

ます。 

 １１３ページ、教育振興費は２，９３２千円で、対前年度比では５２１千円の減額でご

ざいます。 

 備品購入費は、教材・教具４５７千円、扶助費２，４７５千円は、準要保護などでござ

います。 

 小学校費の合計は７１，０５０千円で、対前年度比は７，２９０千円の増額でございま

す。 

 中学校費、学校管理費は４４，５２５千円、対前年度比は９，４４６千円の増額でござ

います。主な要因は、修繕費の増額や松洋中学校野球部倉庫改築工事によるものでござい

ます。報酬２，６７５千円は、医師、薬剤師、部活動指導員、町単講師の報酬でございま

す。給料４，０１８千円、職員手当等９８０千円、共済費１，２２２千円は、校務員・町

単講師の人件費でございます。需用費は１５，３４２千円、役務費３，８３９千円、１１５
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ページ、委託料は１，６６５千円を計上してございます。使用料及び賃借料８，１００千

円は、コンピューターの借上料や監視カメラの借上料などでございます。工事請負費では、

松洋中学校野球部倉庫改築工事２，２００千円を計上してございます。原材料費は７０千

円、備品購入費は８４８千円で、図書購入費等でございます。 

 負担金補助及び交付金３，４３５千円は、部活動への助成、そのほか近畿や全国大会に

出場する場合に備えての補助金等を計上してございます。 

 次に、教育振興費２，７２９千円は、対前年度比では１，０８９千円の減額でございま

す。備品購入費の教材・教具や扶助費の準要保護の減額によるものでございます。 

 中学校費の合計は４７，２５４千円で、対前年度比は８，３５７千円の増額でございま

す。 

 １１７ページの幼稚園費２，５５５千円は、前年度と同額でございます。幼児教育の無

償化に伴い、私立幼稚園負担金２，２４９千円、未移行幼稚園利用費負担金３０６千円を

計上してございます。 

 次に、こども園費、ひまわりこども園費は２億９，１４１千円で、対前年度比では

１２，８７０千円の増額でございます。主な要因は、会計年度任用職員の人件費の増額、

災害用備蓄品の購入によるものでございます。報酬は７，０１７千円、給料、職員手当等、

共済費では正職員１６名分と会計年度任用職員の人件費を計上してございます。 

 需用費は１９，０６７千円、１１９ページ、役務費は２，９６６千円でございます。委

託料３，０２５千円は、バス運行委託料、防犯カメラ更新業務委託などでございます。使

用料及び賃借料７２４千円、備品購入費５，１０３千円は、防水デジタルはかりの購入の

ほか、こども園での園児や職員の避難生活を２日間と想定し、災害用備蓄品として、トイ

レセット、紙おむつ、ライスクッキー、アルファ米、粉ミルク、保存水、毛布、マット、

救急セットなどを購入するものでございます。そのほか、ひまわりこども園の管理運営に

要する経費を計上してございます。 

 社会教育費、社会教育総務費は２０，３００千円で、対前年度比は８１千円の減額でご

ざいます。報酬１９４千円は、社会教育委員、文化財保護審議会委員の報酬、職員３名分

の人件費や成人式、人権講演会に要する経費等を計上してございます。 

 １２１ページの公民館費は２０，８３３千円、対前年度比は２，０３４千円の増額でご

ざいます。公民館の会計年度任用職員の人件費や公民館講座の開催に伴う講師謝金１７０

千円、１２３ページ、管理委託料２，８３０千円、入山分館フェンス改修工事４，７４１

千円、入山分館焼却炉解体撤去工事４，１０３千円など公民館の維持管理に要する経費を

計上してございます。 

 次に、文化振興費は７７６千円で、埋蔵文化財の試掘調査が必要な場合の費用弁償や重

機借上料８８千円などを計上してございます。そのほか、文化振興事業等に要する経費を

計上してございます。 

 図書館費は１１，６６２千円で、対前年度比では１８０千円の減額でございます。図書
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館の会計年度任用職員の人件費や図書の購入費など図書館の管理運営に要する経費を計上

してございます。 

 社会教育費の合計は５３，５７１千円で、対前年度比は１，３５７千円の増額でござい

ます。 

 １２５ページの保健体育費、保健体育総務費は１，８８０千円でございます。ここでは

スポーツ推進委員８名の報酬１８４千円や、体育協会大会運営委託料１，１００千円、町

体育協会への補助金３５０千円などを計上してございます。 

 １２７ページ、体育施設費は３，６９４千円、対前年度比は６１，７４５千円の減額で

ございます。要因は、柔剣道場解体撤去工事、体育センター天井改修工事の皆減によるも

のでございます。体育施設の修繕費、第１若もの広場や吉原公園の管理委託などを計上し

てございます。 

 次に、学校給食施設費は４９，７５７千円、対前年度比では３，４２２千円の減額でご

ざいます。栄養士の人件費や需用費では賄材料費２７，２０１千円、委託料では学校給食

校外調理業務１７，９０２千円など学校給食運営に要する経費を計上してございます。 

 保健体育費の合計は５５，３３１千円、対前年度比は６５，１０４千円の減額でござい

ます。 

 教育費の合計は４億９４，２５７千円、対前年度比では３６，１５５千円の減額で、歳

出予算全体に占める割合は、１２．６％でございます。 

 以上で、教育費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよう、お願い申し上

げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） １１２ページの役務費、真ん中ぐらいの監視業務手数料というと

ころなんですけれども、５５６千円、これって例年の５倍になっていると思うんですけれ

ども、これの内容、内訳ちょっと簡単に教えてほしいのと、１２８ページ、第１若もの広

場の管理、この委託料なんですけれども、これはちょっと金額も上がっているかなと思う

んで、これもちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） お答えさせていただきます。 

 １１２ページの監視業務手数料５５６千円につきましてでございます。まず、従来どお

りの関西電気保安協会さんのデマンド監視業務費、これが松原小学校、４，４３３円の

１２か月で５３，１９６円、和田小学校でも同様ですので５４，０００円の掛ける２校分

ということになります。 

 続きまして、同じく関西電気保安協会で今年度から新しく導入しようと考えている学校

の空調の自動制御を行う装置を取り付けて、常時、自動制御を行おうと考えているところ

でございます。 

 この費用の内訳ですけれども、松原小学校、一月当たりの自動制御費７，１８３円の
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１２か月分、足すことの初期導入費用といたしまして１３７，６１０円、合計２２４千円

でございます。和田小学校におきましては８，６５７円の１２か月分、プラス初期導入費と

いたしまして１２０，４５０円ということでございます。この７，１８３円とか８，６５７

円というのは、この装置を取り付けている間、毎月かかってくる経費でございます。初期

導入費用、いわゆるそれぞれの学校の空調の室外機に自動制御を行うための装置を取り付

けます。この取付け費用が初期導入費用ということで、初年度だけかかってくる経費でご

ざいまして１３７千円なり１２０，４５０円なりという経費になってこようかと思います。 

 この初期導入費用を除きました７，１８３円とか８，６５７円という部分とともに、従

来のデマンド監視の一月当たり４，４３３円というのは、第２表のほうで令和５年度以降、

４年分の債務負担行為を予定しているところでございます。 

 経費的な内訳につきましては、今、ご説明させていただいたところでございます。何で

この空調自動制御を導入しようかに至った経緯ですけれども、通常のデマンド監視で最大

の電力量を警報器なりをつけて抑えると、警報器が鳴った瞬間に各学校ではエアコンを切

ったり、まずは子どもたちに影響を与えない範囲で職員室のエアコンを切る、さらに職員

室の電気まで切っていることもあったと伺っているところでございます。 

 オン・オフ、ゼロ・１００で切れば、それだけ電力が使えませんのであれですけれども、

今回この自動制御を導入することによって、空調の出力をゼロか１００じゃなしに、

８０％なり７０％なりと抑制しながらエアコンを稼働させていくというものでございます。

空調の出力をカットするんですけれども、教室内のとか、部屋の室内機はちゃんとファン

が回っているので、ある一定の出力カットした状態でも室内の風というか、そういうのは

維持されるものでございます。 

 ここからちょっとまた費用対効果のあたりのお話をちょっとさせていただきたいと思う

んですけれども、まず、それぞれの一月当たりに使った最大の電力が、その月から１２か

月固定されてお金を払っていただくという料金体系になっていますので、例えば、今現在、

松原小学校さんにおかれましては、令和３年９月の電力５６㎾という電力に対して、単価が

税込み１，７６５．５円かかってきております。割引率を考慮いたしますと、基本料金が

８４，０３８円かかっています。これが１２か月、５６㎾掛ける単価を掛けて８４，０３８

円というのが向こう１２か月固定されるわけなんです。この装置を導入することによって、

例えば契約電力の５６㎾を１２．５％ダウンの４９㎾で試算してみますと、基本料金の月

額が８４，０３８円のところが７３，５３３円になりまして、一月当たりの基本料金が

８４千円から７３千円に下がることによって、１０，５０５円、基本料金が削減されると

いうことになります。 

 一方、空調設備に伴う自動制御の先ほど申し上げました松原小学校さんでいきますと、

毎月７，１８３円と１３７，６１０円という初年度に払う初期導入費用なんですけれども、

これを５年間、いわゆる６０か月で割っていきますと、１月当たりに換算しますと２，２９４

円でございます。先ほど申し上げました基本料金が下がった分で、１０，５０５円からこ
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の自動制御の７，１８３円と初期導入費用６０か月で割った費用２，２９４円を差引きし

ますと、この装置をつけることによって、削減効果といたしまして一月額１，０２８円が

経費的な面で抑制されるというところでございます。 

 そういった形で最大の電力をある一定の値にまで下げる自動制御を行うというものでご

ざいまして、松原小学校さんの試算でいくと、電力需要を５６㎾から４９㎾に下げること

によって、一月当たり１，０００円の金額的なメリットも発生するというところでござい

ます。 

 同様に、和田小学校さんで試算しますと、少なくとも費用対効果の面でいくメリットで

いきますと、現行６７㎾というのを５９㎾、約１１．９％落とすような設定でも、一月当

たり１，３００円という金額的なメリットが発生すると試算しているところ、松洋中学校

さんにおかれましても同様でございます。現在の１０４㎾というのもマイナス５．８％、

１０４㎾から９８㎾にするだけでも、一月当たり１，１００円の、５年間で見ますと１月

当たり１，１００円ずつのメリットが発生する。ひまわりこども園においても１１２とい

う今の値からマイナス４．５％の１０７という値で設定すると、一月当たり１，２９１円

というような、導入することによってメリットが発生すると思っているところでございま

す。 

 今、申し上げましたことについては、費用対効果ということで、損益分岐点といいます

かプラスとマイナスという部分のこの分岐点のあたりのお話を説明させていただいたわけ

でございまして、施設によってはもっと電力の自動制御の値、最大電力の値をもっと下げ

ることによって、それ以上の費用面での効果が出てくるというふうに判断しているところ

でございます。この試算、あくまでも今の状態で今後も運用していく値をベースにしてい

る試算でございます。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） 若もの、若もの委託料。 

○教育課長（河合恭生君） 失礼いたしました。 

 １２８ページの第１若もの広場管理委託費３１２千円でございます。積算基礎といたし

まして２５，９６０円の１２か月で３１１，５２０円という経費をもって今計上している

ところでございます。委託先につきましては合資会社なんでも応援団さんということで、

若もの広場の施設管理、グラウンド及び周辺のごみ拾いであったり、清掃、それから、そ

こにございますトイレの清掃もお願いしているところでございます。 

 ちなみに、昨年度といいますか、現行、月額２３，０８０円の１２か月ということで、

２７６，９６０円で、今年度お仕事をしていただいているところでございます。月額にし

ますと、令和４年度は月額２，８８０円の増額で考えてございます。その理由といたしま

しては、若もの広場のトイレ、浜で釣りをされる方がトイレを使う、それは全然問題のな

いことでございます。そこで釣った魚のうろこを落としたり、洗ったり、また内臓を処理

したりという事象が多く見受けられてございます。貼り紙等で警告なり、注意喚起をして
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いるところですけれども、やはりそういったことでトイレ以外の汚れが非常にあるという

中で、そういう部分を考慮いたしまして、今回、月額２，８８０円の増で、令和４年度は

契約させていただきたいと、お仕事をお願いしたいと、そのように考えてございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） 丁寧なご説明ありがとうございます。 

 役務費の今の監視業務のほうなんですけれども、空調って基本的に自動というのはもち

ろんついているじゃないですか。だから、それ以外ＡＩじゃないですけれども、そこまで

大層じゃなかったとしても、それ以外に自動的に人間の手を加えんでも、どんどん空調、

温度とか、そういう快適さとか、防災的なこととか、全部管理されていくようなイメージ

でいいんですかね。ちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 確かに、一般家庭のエアコンでも温度設定して、何か自動に

動いているということなんですけれども、基本的に設定したデマンドの値に近づいてくる

と警報が鳴って、切りに行くんですね、先生方が。もう切るんです。まずは職員室から切

っていく、まだ警報が鳴り続けると、教室まで行って切っていくというのをするわけなん

です。特に、このお話は冬場の寒いときの暖房をがんがんかける季節と夏場の冷房をがん

がんかける季節に、そういう行為が発生するというところでございます。それを切ること

によって電力の値が、その瞬間の３０分間の電力の値が下がって警報音が止まるというこ

となんで、その繰り返しで今まで運用されてきたわけなんでございます。 

 それを装置を室外機のほうにつけることによって、その電力のほうのピークに達しよう

とすると、室外機のほうで出力を８０なり７０なり５０なりに落として運転を行うと、そ

ういうものでございますので、防災とかそういうのじゃなしに、単なるピークの電力に近

づいてきたときに人間の手で切りに回ったりするという部分を自動制御にしてあげると同

時に、オン・オフではありませんので、教室内では室内機が、ファンが回っているので、

送風ではないんですけれども、出力の抑制された冷気が循環するという、そういうもので

ございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、髙野議員。 

○６番（髙野正君） デマンドでね、自動制御で、こんなん人間、管理する人間が楽する

だけの話でしょう。費用対効果といいますけれどね、人間がちゃんと切っていったら、出

力させていったら制御できるんですよ。だけどそれが難しいから自動制御に変えたんでし

ょう。費用対効果と違うでしょう。人間が楽できるために自動制御にしているんです。確

かに、契約料金より上がったら、どっと高くなるのは分かる。先生方、忙しいんで、そん

なん監視できやん。だけど、今の言い方だったら何か費用対効果があってねというような

話やけれども、そんなんそれはデマンドと違うでしょう。自動制御というのは、人間がな
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まくらできるようにするんです。民間企業じゃ、何から切っていく、何から出力落として

いく、決まっているんですよ、ちゃんと。そういう仕様書をみんなで読んでもらって制御

していっている。ところが、学校は先生方、授業中だったら忙しいから、下げている暇が

ない。警報が鳴ってもそのまま。また、次のとき料金が上がる。だから自動制御にしてい

るんでしょう。そういうの費用対効果と言うんですか。人間が管理できないから自動制御

でしょう。人間がちゃんと管理できりゃ、ちゃんと下げられるんでしょう。どうです、私

の言うこと、間違っていますか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 確かに、おっしゃることは理解します。ただ、そもそも今設

定しているこのデマンドの警報が鳴る値が本当に正しい値なのかというところも、私、考

えたわけなんです。 

 これだけコロナ禍で窓を開けて、換気をしながら授業を行うというときに、当然、エア

コンの設定も強くしたりするというところは想定されます。そうなると、デマンド値を上

げるイコールその上げたことによって、１２か月固定されて基本料金が払うということに

なろうかと思います。だから、今あるデマンドの値が本当に正しいのか、警報が特にここ

令和２年、３年とかちょっと鳴り続けているというところを考慮すると、今の設定のデマ

ンドが本当に正しいデマンドなのかというところも、ちょっと頭に引っかかるところがご

ざいました。でも、それをデマンド値の設定値を上げてしまうことによって基本料金に跳

ね返って、それが１２か月固定されていくというところを考慮すると、この機械を導入す

ることによって、今の値よりも逆に下げて自動制御を行うほうがというふうには考えた部

分もございます。 

 確かにおっしゃられるように、教職員の方がその都度、その都度切りに回るというとこ

ろの部分での負担軽減という部分もあります。逆に言うと、切りに回るということにはな

ろうかと思いますけれども、今、申し上げました面で導入しようかなというふうに考えた

次第でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） １１４ページの扶助費について、次の１１６ページにも中学校の

部分がありますけれども、この準要保護、要保護もありますけれども、そこの内訳を、人

数、分かったら教えていただきたい、それ１つと、その下に、報酬のところの会計年度任

用職員これ３人とありますけれども、これは町単の講師やと思いますが、どういう分野で

されているのかということをお願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） １１４ページのまず中学校費の報酬、会計年度任用職員３名

でございます。 

 １名の方は、おおむね半日、１日４．７５時間ですけれども、パートタイムの講師の方、
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これを１２か月分を予定しております。その経費で１，２１０千円でございます。残りお

二方につきましては、部活動指導員ということで、時給１，６００円、週６時間の４４週

で、１人当たり４２２，４００円になります。月額にしますと３８，４００円の１１か月

分、このお二方、部活動指導員として今も来てくださっているところでございますので、

引き続き、令和４年度もというところでございます。この部活動指導員の報酬につきまし

ては、３分の２、５６３，２００円が補助金として充てられております。 

 続きまして、その上の小学校費の準要保護２，３６１千円の内訳でございます。まず、松

原小学校で９１２，２３０円、和田小学校さんで１，２８５，４６０円の２，１９７，６９０

円、これにつきましては、対象となる方、松原小学校で１１人、和田小学校で１５人の合

計２６名分の学用品費として３９６千円、それから、６年生の修学旅行、対象となる方が

松小では２名、和田小の４名の合計６名分で２１０千円で、学校給食、これも先ほど申し

上げました合計２６名分の費用といたしまして、両校合わせて１，５６０千円、それから

５年生の臨海学校の費用といたしまして、両校合わせまして９名分の３１，５００円とい

うところでございます。 

 学用品費につきましては、１人当たり年額１３，２３０円、給食費につきましては、１

人当たり３００円の２００食分といたしまして６０千円の人数分でございます。修学旅行

費の単価としましては、お一人当たり３５，０００円、臨海学校の経費として、１人当た

り３，５００円です。この積み上げで２，１９７，６９０円で、上記以外に小学校への入

学前支給といたしまして５４，０６０円の３名分を予定しているところでございます。こ

れで合わせて２，３６１千円でございます。 

 続きまして、特別支援教育の１１４千円でございます。対象となる方が両校合わせまし

て３名、学用品費といたしまして１９，８６０円、新入学用品、修学旅行等は対象者ござ

いません。学校給食費といたしまして９０千円、それから校外活動費が１名分対象となり

ますので、合わせまして１１２，９６０円、端数処理をして１１４千円というところでご

ざいます。 

 特別支援教育の分につきましては、国が２分の１財源といたしまして補助を計上してご

ざいます。５６千円計上しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 関連。１０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 今の繁田議員に関連するんですけれども、会計年度採用職員の

制度になって３年ぐらいたつんだと思うんですけれども、会計年度採用職員でも、いろい

ろと働き方が違うと思うんです。ほんでここに教育関係に載っている会計年度職員の中で、

報酬と給料に分かれて載っていると。だから、給料に載っている会計年度職員に関しては

町単でフルで毎日来てくれていると、それで月給やということだと、基本的にね僕は想像

するには。上の報酬で採用している職員に関しては、先ほど賞与に関してちょっといろい

ろあったんですけれども、それは時給で働いている職員がそこへ相当するんかなと思うん
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ですけれども、例えば、小学校に関しては３人いてますね。１人から今年は３人報酬で採

用されています。これだから、具体的に、例えば、今、支援員とかいう制度ができている

んで、それも入るのかなと。また、今こういう言い方するんか分からんけれども用務員さ

んも、そこらあたりはどこで採用されているのかということと、そして、ひまわりこども

園に関しても、今年は会計年度採用職員で、今まで１人から６人に採用になっていると。 

 下の給料の会計年度職員はいわゆる、繁田議員もちょうどあったように臨時雇いという

ことで、それはよく分かるんですけれども、その報酬で採用されている方の、今言うた小

学校とこども園のどのような業務をされているのかということをちょっと、増えている場

合としてお願いします。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、費目といたしまして、報酬で計上している部分と給料

で計上している部分、これはおっしゃるとおり、報酬はパートタイム、例えば半日であっ

たり、３時間であったりで、給料はフルタイムでございます。報酬で計上していても、月

給制という方がほとんどでございます。なので、例えば月１５０千円の給料を働く時間に

換算して、一月当たり１００千円の１２か月分という形で、ほとんどの職員についてはそ

ういう形で、月給制で予算計上させていただいているところでございます。時給制という

のが、先ほど申し上げた部活動指導員の２名の方だけが時給換算で計上しているところで

ございます。 

 そこで、この報酬、いわゆるパートタイムの会計年度任用職員でございます。まず、小

学校費におきましては講師の方です。ＴＴさん、いわゆるティームティーチングと言われ

る職種の方でございますけれども、現在、和田小学校に令和３年度で３名来てくださって

いるところでございます。和田小学校３名分として予算計上させていただいているところ

でございます。時間にいたしますと７時間、いわゆる１日６時間４５分、４時間４５分、

３時間、こういった勤務内容でございます。 

 続きまして、ひまわりこども園でございます。ひまわりこども園におきましては報酬で

ございます。半日当たりのパートタイムの方を６名分予算計上させていただいておるとこ

ろでございます。そのうち職種の内訳につきましては、保育教諭として５名分、保育補助

といたしまして１名分でございます。報酬の月額につきましては、新規採用でいいますと、

保育補助の方は８１，５５０円の月額、保育教諭の方でいきますと８４，４５０円という

月額で計上しているところでございます。 

 この６名のパートタイムさんなんですけれども、うち２名につきましては、今、来てく

ださっている方が引き続き来年もというところで考えて計上しているところでございまし

て、残り４名の方の分が新たに来られる方というふうでございます。そのうち、お一方だ

けが今募集、来ていただいて、採用予定と。残り３名は、まだ応募もない状態でございま

す。 

 以上です。 
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○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 今、聞かせていただくと、ほぼ報酬で採用されている人も、現

場で直接、生徒とか園児に関わっている、直接的にね、裏方じゃなくて、やっぱり現場で

働いてもらっているという、報酬で働いている方もそういう認識でいいわけですね。はい、

分かりました。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 今、同じく１１８ページのひまわりこども園費のところでござい

ますけれども、そこの報酬及び給料のところで、その会計年度職員さんの部分について、

今回の処遇改善の取組の中で該当しているというんかな、それに、今年度予算にはこの処

遇改善が込まれたものやと思っているんですけれども、それでいいのかということと、そ

の対象となっている範囲の職員というのは、この報酬での６人、それから一般職員１６人、

会計年度任用職員２１人というところでいいのかどうかということを、まずお聞きしたい。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 ひまわりこども園の保育士の処遇改善といったご質問でございます。 

 ちょっとすみません。令和４年度のその処遇改善の金額的なものというのはちょっと資

料がございませんので、令和３年度でこういった方々ということで申し上げさせていただ

きます。人数的にいきますとフルタイムで１４名、パートタイムで２名でございます。全

て保育士の方々となっております。金額的については、現行の給料に対して３％の上乗せ

をした後、直近の上位の給料月額となっておりまして、月で申し上げますと一番高い方で

７千円の増額となっております。低い方で４，６００円と、これはフルタイムのほうなん

ですけれども、パートタイムにつきましては２名おるわけなんですけれども、月の金額で

いきますと２，９００円の増といったところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） そしたら、この会計年度職員さん、パートと及びフルタイムとい

うところで処遇改善があって、一般職については対象とはならないということでよろしい

でしょうか。 

 それと、もう一つは、現在は会計年度任用職員さん、ずっと募集されていますね。今、

先ほど説明がありましたけれども、もう一度お聞きするんですけれども、募集されていて、

この応募の現状はどうなっているのかということをお伺いしたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 正職員についてでございますけれども、まず和歌山県の状況からいきますと、保育士の

給料表は行政職１の給料表で、ほかの職員とのバランスを考慮した結果、実施をしないと

いったのが和歌山県の状況でございます。当町におきましては、全ての職員については同
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じ給料表を使っておるといったところで、その辺のバランスを考慮した結果、正職員につ

いては処遇改善措置の実施のほうは行わないといったことでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） １１８ページのまず給料の会計年度任用職員２１名について、

令和４年４月１日の見込みでご説明させていただきます。 

 ２１名のうち、まず、保育教諭さんの分で１０人です。そのうち５名の方が引き続いて

勤務されるということで、残りの５名分については、今のところ応募もない状態でござい

ます。 

 続きまして、保健師、栄養士の方につきましては引き続きということで、１名ずつ計上

し、来年も引き続きお仕事をしていただくということでございます。 

 続きまして、保育補助といたしまして、４人分予算を計上しているところで、このうち

１名の方は引き続き４月以降も、もう一人の方も引き続き４月以降も、先日募集した結果、

残りの２人の枠につきましても、保育補助の方が申込みいただいて採用を決定し、４月１

日から勤務していただくということでございます。残り５名分が調理員の枠でございます

けれども、調理員のうち、５名のうち３名の方は、現在から引き続き令和４年度もという

ことで、残りの２人の枠につきましては、先日募集した結果、応募いただいているという

ような状況でございます。 

 続きまして、今度はパートタイムで、報酬でございますけれども、報酬といたしまして

は６名分見込んでいるところ、そのうちお二方が引き続き来年もということで、先日募集

した結果、１人の方が応募いただき決定していますので、新しくお一人の方で、残り３名

はまだ空席の状態です。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 全体で応募している部分のうち、何割かは新規に応募していただ

いたということになるかと思うんですけれども、でも、まだまだ募集でまだ充当していな

い部分が大分ありますよね。そのところの背景というんか、どういうふうなことでなかな

か人が入らないのかというあたりはどう考えてらっしゃるか、お聞きしたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 令和３年度の当初予算で５名のフルタイムの保育教諭の予算

を計上してございました。令和３年度におきましては、新規で。１年間、ハローワークな

り町の広報紙なりで随時募集という形でやってきました。結果として、フルタイム５名分

の予算枠に対しまして、来てくださった人がパートタイムの保育教諭１名という結果で、

４．５人分については、昨日、減額補正させていただいたという状況でございます。 

 やっぱりどうしても需要過多といいますか、なかなかそういう方がいらっしゃらないと

いうか、こちらのあれに対してなかなかそういう資格を持った方が少ないのかなというふ
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うには感じているところでございます。同様に、やっぱりこれが正しいのかどうか分かり

ませんけれども、例えば近隣の地方紙さんの募集広告を見ると、給料月額が当町よりも少

し高いというのは、これはもう現実問題としてあります。また、これはちょっと個人的な

意見になるかも分かりませんけれども、今働いている保育所さんから転職しようと考えた

ときに、これまでの経験年数をなかなかちょっと今の給料体系ではちょっと考慮、加味で

きていないというのも現状もあるのかなと思ったりしているところでございますけれども、

何分１年間かけて募集してきましたが、結果、パートタイムの方がお一人だけという現状

でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） はい、５番。１１１ページから１１２ページの役務費です。１１

番の役務費の清掃手数料、今まで１５０千だったんですけれども、例年１，０００千ぐら

いちょっと増えているのと、それと、１１６ページの中学校の一番上の役務費の清掃手数

料、ここも６４５千円と、今年新たに出ているんで、何か特別な清掃するんだとは思いま

すが、その特別な清掃ってどんなんか内容を教えてください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、小学校費の清掃手数料でございます。 

 通常どおり床のワックスという経費で、２校合わせて１５０千円計上させていただいて

おるところでございます。加えまして、空調の天井はめ込み式であったり、空調の清掃と

いうことで、松原、和田、松洋さん、それぞれ各３０台ずつ、単価が１６，５００円とい

うことで、いわゆる空調の清掃費ということで、１校当たり４９５千円を計上させていた

だいているところでございます。 

 前回やらせていただいたのが、平成３０年度でございました。外して内部を清掃するこ

とによって、異臭であるとか、カビアレルギーであるとか、節電効果であったりとか、機

器自体の延命というか、長寿命化であるとかというところも考え、今回、数年ぶりに実施

するというふうに考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） すみません、確認です。そしたら、壊れて新しく新規に変えない

限りは、また４年後とか５年後ぐらいに清掃していくということでよろしいんですね。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 何年というのはちょっとなかなか明言しづらいんですけれど

も、一応また次回、何年かたって、１つ中を開けてみて、その状態によってまた数年後予

算計上というのは十分想定されます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 
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○７番（谷進介君） ７番。ちょっと何点かお伺いします。 

 まず１１４ページの下の段、需用費のところの修繕費、数百万、ふだんの年度より上が

っているやに思いますので、その要るものは仕方ないんですが、でも、一つのものが例え

ば大きい額であれば、それはそれで別途明確に分かるように計上すべきではないのかなと

思って、細かい金額の積み重ねだったら、それはそれで詳しい説明は結構ですが。 

 それと、１２８ページ、単純な質問です。学校給食費の中の需用費、賄材料費、１日何

食ぐらい予定しているのかということです。 

 それと、ここはちょっと詳しくお聞きしたいんですが、１１８ページのこども園費、２

億超えましたよね。その中で、園児数はどうなっているのか、短時間、長時間、それぞれ、

できれば令和３年度から令和４年度の変遷もお聞きしたい。それだけお願いできますか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） まず、ひまわりこども園の園児数でございます。令和４年３

月現在で１号、いわゆる３歳、４歳、５歳の１号認定児が３歳で６名、４歳で３名、５歳

で４名の１３名、同じく２号認定、３歳児が２９名、４歳児が２５名、５歳児が２９名の

合計８３名、３号認定児でゼロ歳が６名、１歳が１２名、２歳が１７名の合計３５名、合

わせまして１３１名でございます。 

 同じ分類で令和４年４月１日の見込み数を申し上げます。１号、３歳児で５名、４歳児

７名、５歳児２名の合計１４名、２号、３歳児２１名、４歳児２８名、５歳児２５名の合

計７４名、３号、ゼロ歳児が２名、１歳児が９名、２歳児が１６名の合計２７名、合わせ

まして１１５名でございます。 

 続きまして、給食の食数でございます。令和４年の年間給食数につきましては８万

７，９７０食で積算しているところでございます。日数につきましては１９０日で、小学

校の児童、それから先生を合わせまして、掛けることの３２１日、中学校では教職員の方

も合わせまして１４２名ということで８万７，９７０食でございます。 

 令和３年度の当初予算では９万４，２４０食でございます。日数については同じく１９０

日を積算しておりますが、中学校のほうで今申し上げました１４２名に対して令和３年度

は１７４名ということだったので、食数が減ったというのはそこにあるというところで考

えてございます。 

 それから、中学校費の修繕費でございます。まず、大きなものといたしまして、今年度、

特にトイレの洋式ということで、便器を和式から洋式に幾つか取り替えてきたところでご

ざいます。そのことによりまして、トイレのブースがどうしても縦置き、横置きの関係で、

中学校のトイレにつきましては膝がブースに当たってしまうという非常に狭い状況になり

ますので、それをちょっと解消したいと考えているところでございます。１階の男子、女子

７ブース、２階の男子では５ブース、２階の女子では１０ブース、合わせまして３，５６４

千円程度の予算を見込んでいるところでございます。 

 そのほか体育館の２階、卓球部さんがよく使っている２階なんですけれども、はめ殺し
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の大きなガラスが東西座っていますけれども、これを全てではないんですが、東西１枚ず

つ開閉式に交換、ひび割れしているということもありますし、換気をというところもござ

いまして、体育館２階のガラス東西を部分的に開閉式にということで９８１千円で、あと、

とゆの補修、変圧器においては経年劣化で３０年以上たっていますんで、保安協会さんか

らの指摘事項でもございますので、変圧器の取替え８７５千円、高架水槽の中のボールタ

ップが非常にさびていますので、その交換９０千円で、これも保安協会の指摘事項で２階

のどこかがちょっと漏電しているということもありまして、その調査修繕といたしまして

３００千円、そのほか体育館の照明も全てがＬＥＤになっていますが、残り６基だけＬＥ

Ｄ化されていないというとこで、その費用といたしまして８５２千円、そのほか校舎の水

道、校舎の突発的な修繕等々に備えまして８００千程度見込んでいるところでございます。

以上、合計いたしまして７，７３２千円でございます。 

 基本的には学校さんからの要望、打合せ等々に基づいたもの、それから各種補修の面で

指摘されたところを踏まえて計上させていただいております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 修繕費の一つ一つ単価は低い、でも、例えばトイレ改装工事一式と

かいうことになれば３，０００千、４，０００千。なら、別のというか、それはそれで一

つ費目じゃないですけれども、節か何か作ってのほうが分かりやすかったのではないかな、

町民の方にもね。そういうことは申し添えて。 

 再質問、２回目でひまわりこども園のほうについては、合計で乱暴ですけれども１３１

名が１１５名にも関わらず、先ほど来同僚議員が質問もされてましたが、会計年度任用職

員報酬の部分で５人増、給料部分で３人増かつ職員手当等の中の超過勤務手当、これにつ

いても例年９００千、９００千というような計上で、今年度１，２５０千と。このあたり

はどうも、何をもって整合性というのはあれですが、一般的に考えて、園児数が１割以上

にもかかわらず、当然このひまわりこども園費もほぼ２億１０，０００千、こういうのに

なるのがよく分からないんですが、説明をお願いしたい。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 園児数につきましては、先ほど申し上げたとおり、減ってい

るというところは事実でございます。まず、総額で申し上げますと、令和３年度の当初予

算では１９人の会計年度にフルタイムで１９名のところが２１名になったということで、

ここでは実質２名増ということでございます。 

 この２名増についての要因につきましては、２名増のうち１名分については調理員でご

ざいまして、調理員の人材派遣の分を会計年度任用職員に振り替えてございます。残り１

名が保育補助員のプラスというところでございます。パートタイムのほうでは令和３年度

は１名の予算計上に対しまして、今年度は６名の予算計上ということで５名増えていると

ころでございます。ただ、これはパートタイムさんですのでフルタイムに換算すると５名
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なので、半分にして２．５名ということで、予算的に申し上げますと、保育教諭、それか

ら保育補助の関係で、実質３．５名の増というふうに私どものほう考えてございます。 

 現実、配置を考えたところ、それぞれのゼロ、１、２のには、１人の主任保育士があっ

て、それぞれのクラスに正職員なり会計年度任用職員の保育士を配置していると。同じよ

うに１号認定、２号認定も同様に主任保育士を配置して、その下にクラス担任の保育教諭

を配置しているというところでございます。 

 加えて、令和４年には支援を要するいわゆる加配を措置をする対象の園児が６名予定で

ございます。で、当然、１人に１人加配保育教諭がついて１年間お預かりしていくという

ことになります。このところのパートタイムであったり、フルタイムであったりというと

ころの入れはめを考えたときに、先ほどの申し上げました実質３．５名分の保育補助なり

保育教諭の増員が必要となると考えた次第でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 私も保育の経験もございませんので、現実にひまわりこども園の中

をつぶさに分かるわけではないのであれですけれども、単純に数字だけのことでいうと、

非常にというと語弊ありますね、やはり納得というか理解し難い。１割以上園児数が下が

るのに、今の課長の先ほどの説明では３．５名分ぐらい、結局は増員ですよね。そこが下

がるとかイコールで、その要支援の園児の方とかそのあたりがあるので、若干はいろいろ

あるのかなと思っても、それでも一般的に住民さんの感情とすれば、多くても現状維持だ

ろうなというのが常識的な判断数値のような気がするんですが、その辺どうなのか。 

 それと、いつも聞きますが、条例上の定数からすると３分の１ですよね、現状の園児数

は。これもこれでいろんな検討されているんでしょうけれども、その辺の展望とか、考え

についてもどうなんですかね。 

 それと、先ほど説明で、調理員の方、辞められたのは会計年度任用職員で、調理員で採

用したとおっしゃっていましたけれども、その前に正職員の方、退職されていますよね。

ですから、その辺、その人数的なものには何らあれかなとは思うんですけれども、それは、

まあいいですわ。いずれにしても、やはり１回人数が減っているのに、これだけ増えてい

く、２億を超える、それと条例上の定数、そのあたりの兼ね合いとか、その辺ちょっと見

解をお聞きしたい。 

○議長（谷重幸君） ひまわりこども園長。 

○ひまわりこども園長（山本理加君） 谷議員にお答えします。 

 人数は減っているんですけれども、クラス数は去年と現状のままなので、担任数は同じ

です。それと、朝の７時半から１９時までの勤務なんで、ローテーション勤務を取ってい

ます。監査とかの対象にもなるんですけれども、７時半の時点で園児数が何名いてたら、

そこに職員が何名、細かい時間帯で、その時間帯に何名の職員がいるというのがありまし

て、その辺が人数が少なくなっても、職員は現状のままで置いておかないと駄目だという
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ところがあるんです。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は１０時５５分です。 

午前十時四十五分休憩 

   ―――・――― 

午前十時五十五分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） １２０ページです。真ん中ぐらいの委託料の防犯カメラ更新業務

委託ということですが、以前は、これ全然なかったんですけれども、１，１００千円。こ

れの内容をちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 

○教育課長（河合恭生君） 防犯カメラの更新でございます。 

 金額１，１００千円で、現在、防犯カメラの状況につきましては、南北に１台ずつと、

それから園庭を映すのに２台の４台、カメラを設置しているところでございます。まずは、

その４台を新しいカメラに更新しますと同時に、東西、東側に２台、それから西側に、玄

関から正門の辺りを映すように増設し、合計８台の更新でございます。さらに８台のカメ

ラ、それから液晶のディスプレー、それからレコーダー、カメラをコントロールするユニ

ット機械設置費も含めまして１，１００千円の予算を計上させていただいているところで

ございます。 

 今現在、ついているカメラについては、恐らくこども園が建った当時のままのものだと

推測しています。何分、年数もたって、当時と現在とではそれぞれの機器の性能も格段に

進化していることと思います。そういうことから、カメラを増設し、システム自体を一新

するというものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） いいですか。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） 次に、第１款議会費から第２款総務費について細部説明を求めます。 

 予算書の３９ページから６４ページまでです。総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） それでは、３９ページから６４ページまでの議会費と総

務費についてご説明申し上げます。 

 ３９ページ、議会費は７４，３９５千円で、対前年度比では４，３８０千円の増額、率

にして６．３％の増でございます。主な要因は、本会議場ＰＣ更新業務委託の皆増による

ものでございます。議会費には、議員報酬や議員期末手当のほか、事務局職員の人件費や

需用費など、議会活動に要する経費を計上してございます。議会費の歳出予算全体に占め

る割合は１．９％でございます。 
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 ４１ページ、総務費、一般管理費は２億３０，３８４千円、対前年度比では１億８７，１７４

千円の減額でございます。要因は、ふるさと納税に関する経費を企画費に振替を行ったこ

とによるものでございます。一般管理費では、特別職の人件費、総務課、防災まちづくり

みらい課、出納室の一般職員と新採、会計年度任用職員の人件費等が計上されてございま

す。 

 報酬は２１５千円、旅費２，０００千円、交際費は１，５００千円でございます。 

 需用費１０，０８５千円は、庁舎の光熱水費、管理等に要する経費を計上してございま

す。 

 役務費は８，４７１千円で、電話料、郵便料、職員健診等の経費を計上してございます。 

 ４３ページ、委託料は８，０５２千円で、宿直業務、町バス運行業務、清掃委託料等の

経費でございます。 

 使用料及び賃借料は９，５１３千円で、有料道路通行料、職員駐車場の借地料、庁舎照

明設備や空調設備の借上料を計上してございます。 

 負担金補助及び交付金は２４，８４４千円で、退職手当負担金、町村会や職員研修協議

会等への負担金、消費生活相談員を共同設置するための負担金を計上してございます。 

 公課費１１９千円は、公用車の車検の際の重量税でございます。 

 次に、文書広報費は１１，７３０千円で、対前年度比では６，１７９千円の増額でござ

います。広報みはまの発行経費や例規集の追録更新料のほか、地方公務員の定年延長や個

人情報保護法の改正に伴う例規整備支援業務委託３，５２０千円、個人情報保護法の改正

により、各課の個人情報を管理するシステムを更新するための費用として２，６４０千円

などを計上してございます。 

 財産管理費は２６，２６７千円で、対前年度比では１４，７２３千円の増額でございま

す。庁舎と集会場の修繕費３，５００千円。４５ページ、役務費は建物火災保険と庁舎の

エレベーターの保守料などのほか旧柔剣道場跡地を売却するための不動産鑑定料を計上し

てございます。委託料２，３７５千円は、財務書類作成業務委託、旧田井畑集会場解体撤

去工事監理業務委託の費用でございます。使用料及び賃借料は、新浜共同炊事場、浜ノ瀬

住民会館の借地代と固定資産台帳サービス利用料でございます。工事請負費１３，６２９

千円は、旧田井畑集会場解体撤去工事、和田東地区・和田東中地区の集会場屋根外壁改修

工事でございます。公有財産購入費３，０００千円は、紀州日高漁業協同組合から、新浜

さざなみ荘を買い取っていただきたいと要望があり、検討した結果、新浜さざなみ荘をシ

ルバー人材センターの事務所や倉庫などに活用するため、購入するものでございます。 

 企画費は１億８７，１８２千円で、対前年度比では１億８６，８１５千円の増額でござ

います。要因は、ふるさと納税に関する経費を一般管理費から振替を行ったことによるも

のでございます。各種協議会への負担金や令和４年度から過疎地域に指定される予定でご

ざいますので、全国過疎地域連盟会費５６千円を計上してございます。 

 青少年対策費は４，３６０千円で、広域青少年補導センター等の負担金やドルフィンス
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イム教室、スキー体験スクール等の活動に伴う負担金補助及び交付金でございます。 

 ４７ページ、公害対策費は１，３９７千円で、西川・和田川の水質分析や地球温暖化対

策実行計画点検・評価業務を計上してございます。 

 交通安全対策費は２，４７６千円で、交通指導員の報酬、カーブミラーの設置、修繕な

どの交通安全施設の管理費、チャイルドシート助成金や各団体への負担金を計上してござ

います。 

 電子計算費は７８，１００千円で、対前年度比では１７，６１６千円の増額でございま

す。主な要因は、自治体オンライン手続申請事業や令和７年度までに自治体のシステムが

統一されることによる基幹系システム構築料の増額でございます。２市４町で実施してい

る基幹系クラウド、４町で実施している情報系クラウドの使用料や回線使用料、情報系Ｐ

Ｃリース料、ライセンスの購入費、プリンターのトナーなどの消耗品費、各種協議会への

負担金などを計上してございます。 

 地籍調査事業費は１，５４９千円でございます。地籍調査システムの費用や地籍調査に

誤りがあった場合に対応するための調査測量費を計上してございます。 

 ４９ページ、諸費は２４，８２４千円で、主な負担金は、各地区への活動助成として

４，８８９千円、御坊広域行政事務組合１１，６７３千円、新浜区・吉原西地区にコミュ

ニティ助成事業として５，０００千円、熊野御坊南海バスに対して、日の岬パーク線の生

活交通路線維持費補助金２，０５４千円が主なものでございます。 

 財政調整基金費２，０３３千円、高齢者福祉基金費２９千円、減債基金費５４千円は、

それぞれ利子積立金でございます。 

 地方創生事業費は１７，６４６千円、対前年度比では７，３３３千円の増額でございま

す。主な要因は、地域おこし協力隊１名の採用、空き家改修補助金の皆増によるものでご

ざいます。地方創生事業費の主なものは、５１ページ、需用費ではプロジェクトＢ・Ｃの

光熱水費１，９２０千円。委託料では、指定管理料として、ゲストハウス、カナダミュー

ジアム及びレストラン管理業務４，５００千円、産品コーナー及び多目的室管理業務

１，５００千円。負担金補助及び交付金では、和歌山県移住支援事業補助金１，６００千

円、空き家改修補助金２，０００千円は、町内の空き家に県外から居住を目的に購入し改

修した場合、県からの補助金以外に町から４００千円を上限として補助するものでござい

ます。 

 新型コロナウイルス感染症対策費は３１，００２千円でございます。主なものは、会計

年度任用職員１名分の人件費。委託料では、和田小学校屋内運動場トイレや、５３ページ、

松洋中学校屋外トイレの改修工事設計委託費。工事請負費では、煙樹海岸キャンプ場トイ

レ改修工事１０，０００千円。備品購入費５，５６４千円はノートパソコンや避難所用物

品の購入費。負担金補助及び交付金では、三尾漁協資源放流事業２，０００千円、次世代

野菜花き産地パワーアップ事業補助金３，５７７千円などでございます。 

 総務費、総務管理費の合計は６億１９，０３３千円、対前年度比では４，６８７千円の
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増額でございます。 

 次に、徴税費、税務総務費は３７，８９５千円で、対前年度比は４，２０７千円の減額

でございます。職員５名分の人件費、各種協議会などへの負担金、償還金利子及び割引料

では、修正に伴う還付金２，３００千円を計上してございます。 

 ５５ページ、賦課徴収費は１８，１９０千円で、対前年度比では１２，３６９千円の増

額でございます。主な要因は、委託料で、航空写真撮影や路線価、地番図、家屋図等の更

新による固定資産評価業務委託料の増額、納付書ＱＲコード対応改修業務や軽自動車税関

係手続きの電子化に伴うプログラム修正料の皆増によるものでございます。 

 徴税費の合計は５６，０８５千円、対前年度比は８，１６２千円の増額でございます。 

 戸籍住民基本台帳費は１５，７０９千円で、対前年度比では８，６９０千円の減額でご

ざいます。職員の育休に伴う人件費の減額が主な要因でございます。戸籍事務等に要する

経費を計上してございます。 

 ５７ページ、選挙費でございますが、今年度は選挙管理委員会費とは別に、県知事選挙、

５９ページ、県議会議員選挙、参議院議員選挙、町長・町議会議員選挙に係る経費を計上

してございます。 

 選挙費の合計は３１，１５０千円、対前年度比は２４，３１６千円の増額でございます。 

 ６１ページの統計調査費は３９０千円でございます。 

 監査委員費５７６千円は、前年度と同額でございます。 

 以上、総務費の総額は７億２２，９４３千円、対前年度比は２８，３０３千円の増額、

４．１％の増でございます。歳出予算全体に占める割合は１８．５％でございます。 

 以上で、議会費と総務費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い

申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） はい、５番。すみません、５３ページと５４ページのところの上

の総務管理費のコロナウイルス感染のところの１８番の負担金補助及び交付金のところで

す。 

 次世代野菜花き産地パワーアップ事業補助金が３，５７７千円あります。普通だったら、

私の感覚で言うたら、農業振興費にあるから、ここで新型コロナウイルスのとこから出す

という事業の内容をちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） 次世代野菜花き産地パワーアップ事業についてご説明申

し上げます。 

 まず、昨年度まで、令和３年度までは、おっしゃるように、農業振興費の中で計上して

おります。振興費の中で計上しております分につきましては、まず、和歌山県で事業採択

を受けた省エネ高品質・低コスト化に資する整備に対する費用というのに対し、和歌山県

３分の１、町が残りの２分の１を補助する部分と、これは、令和３年度からその採択基準
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外である換気扇の交換とか、そういうふうな既存の施設の改修に補助金として３分の１を

補助しております。ですので、昨年度は約１３，０００千ほどを計上しておったんですけ

れども、内訳としまして、県の補助に対する上乗せが１０，０８３千円、それと、町単分

として２，４２４千円を計上しておりました。今回、この町単分、県の事業採択を受けら

れない分に対して、新型コロナウイルス感染症対策費の補助金で賄うと、計上するという

ことでございます。これにつきましても、ウイルス感染症対策地方創生臨時交付金活用可

能な事業事例としまして、そういうふうな事業の継続等に関する事業例として、こういう

ふうな部分、まず、外食産業の需要が減少していると、そういうようなところで、農作物

の価格の下落というところも相まって、農業をやめてしまうようなおそれがあるというよ

うなところに支援するという事業例もございますので、町単分で今まで補助していた分を、

今回、この新型コロナの交付金を使って実施するということでございます。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ６２ページ、選挙費なんですけれども、以前、去年の８月ぐらい

に、私どもも全員協議会でお話をいただいたことなんですが、この算出方法といいますか、

ビラは幾らという、その１枚単価、例えばほんなら５円やとか８千円とか６千円とか、そ

んなんは分かるんですけれども、何百万、何百万という、一つポスター作成５，２９０千

というこの算出方法をちょっと、何人分で計上されているのかなと思いまして、それを質

問させていただきます。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 まず、選挙運動用ポスター作成費負担金でございます。 

 町長選挙分につきましては、８，４８７円掛ける３９枚掛ける３人分で９９２，９７９円、

町議会議員選挙分８，４８７円、３９か所なんで３９枚掛ける１３人分で４，３０２，９０９

円、合わせまして５，２９５，８８８円でございます。 

 続いて、選挙運動用自動車使用料等負担金についてでございます。 

 町長選挙分につきましては、まず、ハイヤーの分ですけれども、６４，５００円掛ける

５日で、１人分です。３２２，５００円。レンタカー等につきましては、３５，８６０円

掛ける５日掛ける２人分ということで３５８，６００円、町議会議員選挙分といたしまし

て、ハイヤーの分で６４，５００円掛ける５日掛ける３人分で９６７，５００円。レンタ

カーといたしまして３５，８６０円掛ける５日掛ける１０人分で１，７９３千円、トータ

ルしまして３，４４１，６００円となります。 

 続いて、選挙運動用通常葉書郵送料負担金についてでございます。 

 町長選挙分につきましては、６３円掛ける２，５００枚掛ける３人分で４７２，５００

円、町議会議員選挙分６３円掛ける８００枚掛ける１３人分で６５５，２００円、合わせ

まして１，１２７，７００円。 

 続いて、選挙運動用ビラ作成費負担金についてでございます。 
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 町長選挙分７．５１円掛ける５，０００枚掛ける３人分で１１２，６５０円、町議会議

員選挙分７．５１円掛ける１，６００枚掛ける１３人分で１５６，２０８円、合わせまし

て２６８，８５８円となります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。まず、４４ページ、文書広報費の中の委託料、例規整備支援

業務委託、この支援業務とはどんなものなのかと、下の１つ飛んでの個人情報取扱事務デ

ータベース化業務、その業務の内容。それと４８ページ、電子計算費の中の１２番、委託

料、基幹系システム構築料、このあたり統一であったりとかいう説明ありましたが、国の

そういう施策であろうなのに、これは財源はどのようになっているのか。 

 もう一点、何か全然毛色は違いますが、５０ページの上のほう１２番諸費の中、負担金

補助及び交付金の県高規格幹線道路建設促進委員会、県に高規格道路てないのに、こうい

うのは必要なんですかね。 

 以上３点。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 まず、例規整備支援業務委託についてでございます。 

 こちらについては、２点ございまして、１点目が、地方公務員の定年延長に伴う例規整

備支援業務でございます。内容につきましては、定年を段階的に６５歳に引上げするとい

ったことでございまして、こちらについては、施行日が令和５年４月１日からとなってお

ります。そちらの例規整備でございます。 

 続いて、２点目が個人情報保護法の制度改正対応支援業務でございます。 

 この議会で、議案のほうで、個人情報保護法の一部条例の条例改正がございました。そ

ちらについてですけれども、３本の法律を１本の法律に統合すると、そういうふうなこと

でございます。その関連といたしまして、令和５年４月１日からなんですけれども、第２

弾の個人情報の保護法の条例の改正が必要となってきます。その例規整備でございます。 

 関連するんですが、続いて、個人情報取扱事務データベース化の業務委託についてでご

ざいます。 

 こちらについては、例規整備の支援業務で行いました個人情報保護法の改正によりまし

て、各課の個人情報を管理するシステムを更新する必要があります。その費用でございま

す。 

 参考までにですけれども、総務でしたらふるさと納税とか、健康推進課でしたら国保、

後期、福祉医療の関係、住民課でしたら住基とか戸籍、税務課でしたら税務情報、福祉保

険課でしたら介護保険など、そういったことでございます。 

 すみません、例規整備の先ほど申し上げました財源については、一般財源でございます。 

 続いて、基幹系システム構築料についてでございます。こちらについては、３点ござい
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ます。 

 まず、１点目につきましては、和歌山県からのマイナンバーの改正など、よくございま

す。そういった問合せとか調査に対して対応する委託費でございます。 

 続いて、２点目が自治体オンライン手続の申請事業委託でございます。こちらについて

は、電子申請システムの関係でございまして、それに伴う事業委託でございます。業務と

しましては、児童手当とか児童扶養手当とか、保育関係、母子保健関係、介護保険関係と

なります。その財源につきましては、補助率が５０％、残りは普通交付税で措置されます。 

 続いて、基幹系システム標準化・共通化対応業務委託でございます。こちらについては、

各自治体のシステムを統一するといったところでございまして、今年度、令和４年度から

令和７年度までの事業でございまして、大体２０業務ぐらいを統一する予定となっており

ます。この補助率については１００％でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） 諸費の中の県高規格幹線道路建設促進委員会の５千円に

ついてです。 

 まず、この支払いについては町村会に支払っています。一律５千円ずつということで、

６町が支払いをしております。それで、この委員会の趣旨というのが、紀伊半島一周と有

田から南紀田辺間の高速道路の４車線化というような形の委員会へお金を出しているとい

うことで聞いております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） ４２ページの給料で、特別職、一般職の給料１９人分、ここに

計上されています。去年は２０人だったんですけれども、１９人と。これは、４月１日か

ら機構改革が始まるわけですから、そういうのを見越した上での予算なり各課の人員配置

だとこっちは想像するんですけれども、これ１９人の、当然、総務課の職員は入ると思う

んですけれども、あと各課、ほかの課の何人分の１９人となるんか、まず教えていただき

たいと思います。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 １９人分につきましては、今現在の総務政策課の職員、出納室の職員、防災企画課の職

員と新採３名分を予算計上しております。今後の機構改革についての人事異動については、

６月議会のほうで補正のほうをさせていただくといったことでございます。 

○議長（谷重幸君） １０番、鈴川議員。 

○１０番（鈴川基次君） 分かりました。この人数は新しい機構改革の人数ではないとい

うことですね。 

 ただ、体制は４月１日から発表してやっていくということ。ただ、いろいろ声を聞くの
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は、特に役場の職員、ＯＢあたりからは、この機構改革は大変やなと。特に、防災企画に

関しては、まちづくりみらい課ですか、これは大変やから、多分、今の体制では大変やろ

うと。そら町長もいろいろ考えていると思いますよということで返事しているんですけれ

ども、大変注目しているということだけはお伝えしたいと思います。 

 それで、もう一点、４６ページのふるさと納税に関しての１１番の役務費に、今年は３

億の寄附を想定して、ここにそのための返礼品であるとか手数料等々が計上されています。

去年の予算を見ると、プラスアルファ、令和２年度１０億ということで大変だった。特に

１１月、１２月、担当課だけじゃなしに、職員総動員でやったんで、大変平常業務にも影

響があったかどうか分からんですけれども、職員は苦労されたということで、ふるさと納

税システム導入、業務委託の経費が、去年ね１，０００千ほど計上されていました。今回、

この予算を見る限り、その業務委託のあれは計上されて、よそのどこかに計上されている

んか分からんですけれども、ないように思うんですけれども。今年は、できたら業務委託

せんと、職員でやろうということですか。今後、また増えてきて業務委託をせんなんよう

な事情が起こったら、また、途中で補正を組むということですか。ここたい、当初予算に

は載ってないように思うんですけれども、そこたいの考えはどうですか。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 ふるさと納税関係についての支出の予算状況について、ちょっと説明のほうさせていた

だきます。 

 まず、企画費の需用費の消耗品費、そちらについては、ふるさと納税の返礼品というこ

とで、町独自のキティちゃんのぬいぐるみ、オリジナルのキティちゃんのぬいぐるみを作

る予定でございまして、サンリオと契約のほうが必要となるんですけれども、その分で

１，６８９，６００円。それと、ふるさと納税の印刷製本費で、ふるさと納税のカタログ

で５９４千円を見込んでおります。役務費のほうでは、ふるさと納税の切手とかレターパ

ックで、郵便料１００千円。続いて、ふるさと納税返礼及び事務手数料ということで、１

億８３，９６０千円見ております。その内訳といたしまして、ふるさと納税への返礼品代

で９０，０００千円。次に、事務手数料で９０，０００千円。もう一つが、ワンストップ

の特例受付のサービス手数料、こちらが業務委託のほうになるんですけれども、その分で

３，９６０千円。もう一つ、ふるさと納税システム保守料３９６千円。こちらについては、

月に対して３０千円掛ける消費税が要るということで３９６千円を見込んでおります。ト

ータル的には、歳出のほうでは１億８６，７４０千円を予算計上しているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、髙野議員。 

○６番（髙野正君） ６番。５２ページ、中ほどの委託料、上段の４，５００千、下段の

１，５００千、根拠をお示しください。根拠、４，５００千と１，５００千の。 
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○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） 地方創生事業の委託料６，０００千円の内訳ということ

で、まず、ゲストハウス、カナダミュージアム及びレストランの管理業務ということで、

４，５００千の計上という内訳の中では、まず、支出として、人件費、賄い材料、雑費等

あります。 

 まず、支出といたしまして、人件費としまして、トータルこの３つの事業で約６，５００

千ほどかかるということです。それと、材料費ということで、すてぶすとんであったりミ

ュージアムの材料費ということで１，８６０千円ぐらい。それへ、あと、その他もろもろ

の雑費ということで２，１９０千円、こういうふうな内訳となっています。トータル、支

出合計にいたしますと１０，６１８千円というような状況になっておりました。これが３

年度の実績、２月と３月分の実績値というのが含まれておりませんが、ある程度仮定とし

て、平均このぐらいだろうということにすると１０，６１８千円というような計上です。 

 それに対して、収入ということで、すみません、指定管理料の４，５００千を入れて、

利用料収入ということで、すてぶすとんのレストランの売上げとか、あるいはカナダミュ

ージアムのカフェのほうの売上げ、それと遊心庵の宿泊というようなところ、それとカナ

ダミュージアムの入館料ということでの収入を合わせて１０，０３８千円というトータル

でしますと、５８０千円ほど赤が出ております。その５８０千の赤に対してというのは、

この事業費が少し繰越金もあったというところで、それで令和３年度については、一応こ

の１，２００千円ほどの繰越金の中で５８０千円を補塡しようということで、来年度予算

に向けております。 

 それで、来年度予算といたしまして、あくまでもこれは予定でありますが、支出につき

ましては、全て合わせて１０，９６０千円、収入にいたしましては１０，３１０千円とい

うことで、これについても約６５０千円ぐらいの赤が出るんじゃないかなと、今のこの計

上でいくとそうなっているんですが、今後、コロナ等が回復するとどういうことになるか

というのは、今の時点ではちょっと分からないということです。それで、その６５０千円

の赤についても、この繰越金が余っておるんで、その分を補塡しようということでしてお

ります。 

 それで、次に、吉原になります。 

 吉原につきましては、３年度でいきますと、まず、収入といたしましては、直営のカフェ

であったりガラスボックスの売上げとかいうような形で、その費用といたしまして、収入合

計が１，２２０千円というような状況になっております。それへ指定管理料に１，５００

千円を入れまして３，５１８千円。それと、支出につきましては、当然、人件費、給料等

が１，２００千ほどあり、それへ通信費、地代、何もかも全て入れまして、その支出合計

が、給料等いろいろな管理費２，８００千円を入れまして３，５５１千円となっておりま

す。この３年度の事業実績にいたしましても、３２千円ほどの赤が出ておるというような

状況です。 
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 それで、４年度について、これでできるのかというようなところなんですが、直営カフ

ェの売上げが結構、稼働しているということで、コロナが明ければ何とか運営できるんじ

ゃないかということで予算を組んでおります。 

 収入、指定管理料を全部合わせまして３，６０５千円に対して、支出合計についても、

人件費、いろいろ管理費を合わせて３，６０５千円ということで、何とか頑張っていくと

いうふうな状況でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、髙野議員。 

○６番（髙野正君） ６番。コロナのせいにしなはんな。町内の事業者みんな、それでも

やっているんよ。そうでしょう。 

 まず、アメリカ村のほうから言います。この前、理事長が「ボランティアでやってま

す」と。議会との懇談会の席で堂々と言ってるんですよ。ボランティアでやっている、理

事長が言った。これ、下っ端の人が言うたら、あんただけボランティアでいいんやろ。こ

れ、理事長がボランティアでやっているというのに人件費は要るんですか。 

 そもそも３年の約束の補助金でしょう。それ、４年目出し、５年目出し。ちょうどこの

煙樹の杜の方、正直です。ちゃんと料金収入、補助金なんです。何で委託料なんですか。

言葉を変えたら通ると思ってるんですか。補助金でしょう。指定管理のところでまた聞く

機会何ぼでもありますけれども、誰じゃない、これじゃね。４年、５年、３年の約束がこ

んだけ補助金を出して、５年目も出して、これ、いつまで出すんですか。町長、いつまで

出すつもりですか。絶対黒にもならんでしょう、こんなことをやっていて。分かるでしょ

う。 

 まず、地の利、何時まで夜やってるか知りませんけれども、悪いけれども、どこかから

観光バスをいっぱい呼んできて、じゃんじゃん入って、忙し過ぎて手が回らんというぐら

いでないと黒になりませんよ。夜は早々と閉めるでしょう。煙樹の杜だって、また言いま

すけれども、後で。これ、何日、お店やっているんですか。地方創生事業というのは何で

すか。一遍、課長にお伺いしたい。地方創生事業って何のためにやっているんですか。補

助金を出すためだけにやっているんですか。そこを一遍はっきり。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） これについては、補助金を出すためというんではなくて、

町が指定管理していただくために出す委託料として出しております。 

 それで、地方創生事業というような中で、目的というのは、やっぱり地域を活性化さす、

そのために人口対策なりそういうふうな形をしていくというような、これが柱であって、

ただお金を出してそれで終わりよという場合ではないということです。ただ、それぞれの

事業所において、自主運営してくれることを目指してはいただいておりますが、なかなか

難しい状況でもあります。ただいろんなことを取り入れて、例えば吉原であれば、直営カ

フェの経営をしてみるとかドッグランをやるとかというような形でいろいろ取り組んでい
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ただいております。それで、三尾であれば、灯台を今度利用したような形で、ちょっと勉

強不足で申し訳ないんですけれども、海上保安庁から何か指定を受けて、それで、今度か

ら入場料とか、あるいは物品販売とかもできるとかというようなことで、いろいろ取り組

んでいただいております。ただ、これがうまいこといくとは僕もなかなか難しいとは思う

んですが、できるだけ地域が活性化するんであれば、この事業は正解だと僕は思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ６番、髙野議員。 

○６番（髙野正君） 地域の活性化って何ですか。地方創生事業、まち・ひと・しごと、

何人雇いましたか。何人雇用できましたか。そういうことを考えればぼちぼちね、ぼちぼ

ちね、もうこれくらいかな。当たり前でしょう。いつまでも補助金出して、指定管理料と

名前を変えて、切りがないでしょう。コロナ、コロナと言いましたけれども、美浜町内の

事業者は一生懸命やっているんですよ、自分の金で。家賃は、代わりに固定資産税という

のを払って、これは家賃も何も要らんでしょう。光熱費も補助金じゃないですか。そうで

しょう。こんな気楽な商売ないのに赤字です。個人でやってれば、こんなんすぐ閉めます

よ。ドッグランって、今さら珍しくも、そんなものこれをやる前からキャンプ場のところ

でやっていたでしょう。知らないの。やっていたんですよ。こんなんとうの昔から。それ

をあそこでまたやっとるだけの話じゃないですか。 

 大体どんな指導をしているんですか、あなたは。はっきり、それじゃあかん、こうしな

さいとか、まあ言えるわけないか。大体、言っちゃ悪いけれども、失礼ながら、皆さん、

事業ノウハウ、経営ノウハウが持っておられない。違いますか。経営者というのは、事業

第一に考えて経営していくんですよ。美浜町内の事業者さん、何曜日休み、何曜日休み、

いろいろありますけれども、これどうやって休みを決めるんか言いますね。ずっと何回か

休みなしでやってて、一番客の少ない日を休日に曜日として決めるんですよ。そういう経

営でのノウハウというのはね、おのずから生まれてくるんですけれども、例えば煙樹の杜、

これは正直なあれですけれども、ここではっきり言います。３月１日から１２日まで何日、

どこか開けましたか。私、あそこの前をよう通るんやけれども、１日ぐらいしか開いてな

い。 

 その前に、一般質問している。町長は何とおっしゃいましたか。煙樹の杜、年間３６５

日のうち、たしか１５７ぐらいしか答えてない。あと全部休みですよ。経営というのはそ

んなものと違うでしょう。事業をしているという意識がないん違います。どうですか。こ

れで最後です。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） ここは、そら経営というところ、髙野議員おっしゃると

おり、それは十分分かります。ただ、経営に努力していないのか、あるいは経営というの

を軽く見ているというわけではないとは思うんです。ただ、それぞれいろいろ考え、やっ
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ていただいているのは事実であるので、ちょっとそこのところはちょっと違いがあるかと

思います。ただ、利益に結びついていないということに関しては、これは、今の時点では

そうだと思います。今後、できる限り、そういう形で自主運営していただくということを

期待しているということであります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 髙野議員にお答えいたします。 

 髙野議員言われる本当に事業者の方も、このコロナで苦しんでおられる。重々私も理解

しております。ただ、やはり官民協働でこの地方創生は立ち上げました。やはりこのコロ

ナで何とかこの赤字をということで、毎月、担当課も２つの団体とはいろんな協議をしな

がら、決済も上げてきているわけなんですけれども、何とか、コロナじゃなかったら、や

っぱり若い方も京阪神のほうから見えているんですよ。やっぱりそういうことも期待しな

がら、私どもももう少し見守っていけたらなというふうに思っておりますので、どうぞご

理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は１時３０分です。 

午前十一時四十五分休憩 

   ―――・――― 

午後一時三〇分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 次に、第３款民生費について細部説明を求めます。 

 予算書の６３ページから７６ページまでです。健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） 次に、６３ページから７６ページの民生費についてご説明

申し上げます。 

 ６３ページの民生費、社会福祉費、社会福祉総務費は１億１９,０５２千円、対前年度

比は３，６１６千円の減額でございます。職員３名分の人件費、町社会福祉協議会への負

担金１１，６５０千円、国民健康保険特別会計への繰出金８１，８３９千円などを計上し

てございます。 

 国民年金費は８，５１８千円でございます。職員１名分の人件費や事務経費を計上して

ございます。 

 ６５ページ、老人福祉費は３億５４，８２８千円で、対前年度比は２,０４８千円の減

額でございます。職員２名分の人件費、敬老会の費用や老人クラブへの補助金、外出支援

券の配布、また、後期高齢者医療広域連合負担金、養護老人ホームの措置費、社会福祉計

画策定業務の費用なども計上してございます。シルバー人材センター補助金２，０００千

円につきましては、事務所をさざなみ荘内に設置し、事務職員を雇用するなど、支援の強
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化を図ります。 

 繰出金３億５，９７５千円の内訳は、介護保険特別会計１億４６，９４６千円、後期高

齢者医療特別会計１億５９，０２９千円でございます。 

 ６７ページ、社会福祉施設費は６，８６０千円で、対前年度比は９６千円の増額でござ

います。御坊日高老人福祉施設事務組合への負担金でございます。 

 心身障害者福祉費は２億１１，９４６千円、対前年度比は６，８６６千円の増額でござ

います。主なものは、委託料で相談支援事業６，６４７千円、移動支援事業１０，５３６

千円、ひきこもり者支援事業９２１千円を計上してございます。 

 扶助費では、障害介護給付費１億６０，５００千円、障害児給付費１４，２００千円な

どでございます。 

 ６９ページ、福祉センター管理費は３，４３８千円で、光熱水費、エレベーター保守管

理等、福祉センターの管理に要する経費を計上してございます。 

 心身障害者医療費は２７，６７８千円で、対前年度比は４９３千円の増額でございます。

障害者医療に係る事務経費や医療費を計上してございます。 

 老人保健費８３千円は、前年度と同額で、老人医療に係る事務経費や医療費を計上して

ございます。 

 ７１ページ、地域包括支援センター運営費は３６，５５１千円で、対前年度比では

４，６８１千円の増額でございます。職員の人件費、委託料でケアプラン作成委託料１，

７１２千円などでございます。 

 社会福祉費の合計は７億６８，９５４千円、対前年度比は７，０６０千円の増額でござ

います。 

 児童福祉費、児童福祉総務費は７８，０２５千円でございます。主なものは、報償費で

は、子育て応援給付金１，８００千円、赤ちゃん誕生祝金４００千円。７３ページ、委託

料では、子育て支援短期利用事業１１５千円、扶助費では、主に児童手当の支給に関する

ものでございます。 

 児童福祉施設費は９２，２１０千円で、対前年度比は４，０３８千円の増額でございま

す。町内認可保育所における障害児保育の推進と充実を図るため、必要となる保育士の加

配に係る経費への補助として、障害児保育事業補助金３，０３６千円、保育士や放課後児

童支援員等を対象に処遇改善策を講じる費用として、処遇改善臨時特例交付金（認可保

育所）２，０６１千円、処遇改善臨時特例交付金（放課後児童健全育成事業）５４２千

円の皆増が要因でございます。主なものは、委託料で、放課後児童健全育成事業委託金

２３，５３７千円、負担金補助及び交付金では、広域入所負担金２，５９８千円、認可保

育所負担金５７，３７４千円などを計上してございます。 

 児童措置費３７，８４２千円は、職員１名分の人件費、子ども医療費、乳幼児医療費、

ひとり親家庭医療費に要する経費でございます。 

 児童福祉費の総額は２億８，０７７千円でございます。対前年度比は１，３１９千円の
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減額でございます。 

 民生費の総額は９億７７，０３１千円で、対前年度比では５，７４１千円の増額、０．６％

の増でございます。歳出予算全体に占める割合は２５．０％でございます。 

 以上で、民生費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ６６ページお願いします。 

 １８番の負担金補助及び交付金というところで、このシルバー人材センターの例えば年

間売上げはどんなもんか、そしてまた、登録者数、そういうのはどんなもんでしょうか、

今現在。 

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 売上げといいますか受注額ですけれども、昨年度は

２，８００千円です。今年度につきましては、今現在３，９００千円あります。 

 それと、登録者数ですが、現在会員は２９名、男性２２名、女性７名です。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） 今回、さざなみ荘の買上げも含めまして、将来的に、言い方あれ

ですけれども、やっていけるんかという言い方はおかしいですけれども、どんなもんでし

ょうかという、将来を見越したお話をお願いします。 

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 将来を見越してですが、今現在シルバーの業務の事務に

ついては、福祉保険課の職員がやっているのが現状です。他のシルバーの団体を見ますと、

専属の職員がおって、シルバーの業務に専念しておるというのが現状で、将来的には、例

えば受けている業務の中で、役場で対応できないこと、いわゆる民民のトラブル、困り事

を受けることが多くございます。そういったことが自主的に拾いに行くといいますか、営

業といいますか、そういったことを、自主的に業務を機に行く活動ができたら、また、専

属になってきたら、それができると思っておりますので、そういった困り事案件も多くあ

ると思っております。そういうことからも、今後はこの受注については増えていくであろ

うというのが、今の状況です。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７４ページのこのあたり、放課後健全育成事業の中で、ここは警備

委託料とは出ていますが、防犯カメラというか、そういうものはここに、そういう設備は

あるのかないのかもちょっとよく存じ上げないんですけれども、そういうのは必要じゃな

いんですか。 

○議長（谷重幸君） 教育課長。 
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○教育課長（河合恭生君） 学童保育施設の防犯ですけれども、いわゆるこの警備委託料

で、セコムの機械警備を入れています。それと同時に、いわゆる使用料、リースではない

んですけれども、防犯カメラというのは、令和３年度において、もう買取りで１台ずつだ

ったと思いますけれども、もう設置しました。 

 以上でございます。 

○議長（谷重幸君） いいですか。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 勘違いだったらあれなんですけれども、心身障害者福祉費の中の扶

助費に何か障害者外出支援というような計上が、今まではあったやに、違うところとか、

全くピント外れの質問だったら申し訳ないんですけれども、何か自分の整理の中でそれが

あったように思いますが、今回その部分の計上というのは、よう探さへんので、その辺は

どうなんですかね。 

○議長（谷重幸君） 福祉保険課長。 

○福祉保険課長（中村幸嗣君） 外出支援については、４年度以降、それまで健康推進課

の障害者のほうで外出支援事業を行っておったんですが、それが４年度から今の福祉保険

課、今度のかがやく長寿課が業務を請け負うこととなりましたので、この今ある老人福祉

費の外出支援事業のほうへ組み込んでおることになっております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 次に、第４款衛生費について細部説明を求めます。 

 予算書の７５ページから８４ページまでです。住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 次に、７５ページから８４ページまでの衛生費についてご説

明申し上げます。 

 ７５ページ、衛生費、保健衛生費、保健衛生総務費は１億７３，９４４千円、対前年度

比は４，２２１千円の減額でございます。職員６名分の人件費のほか、乳幼児健診などに

係る報償費２，０１８千円、委託料４，２２４千円では、妊婦健康診査、産後ケア事業、

新規事業として出産後の健診費用を助成するための産婦健康診査費２００千円を計上して

ございます。負担金補助及び交付金１億２５，６８６千円には、ひだか病院への負担金１

億２１，６３７千円が含まれてございます。７７ページ、扶助費では、少子化対策として、

妊婦健康診査費や不妊治療費、新生児の聴覚検査として２，３８５千円を計上してござい

ます。水道会計への繰出金は８２５千円でございます。 

 予防費は６２，３５８千円、対前年度比は１１，５５０千円の増額でございます。要因

は、新型コロナウイルスのワクチン接種に係る費用の皆増によるものでございます。ここ

では、各種検診や予防接種に係る経費を計上してございます。今年度におきましても受診

率の向上に努めてまいります。 

 次に、７９ページ、環境衛生費は１２，８９６千円で、対前年度比は８０千円の減額で

ございます。今年度は火葬炉設備工事、火葬場玄関屋根改修工事なども行います。一斉清

掃の報償費や斎場の燃料費、光熱水費、火葬業務等の委託料などを計上してございます。
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８１ページの負担金補助及び交付金、スズメバチ駆除費用補助７５千円は新規事業として、

スズメバチによる地域住民への危害を防止し、住民生活の安全と良好な生活環境を保つた

め、営巣１つあたり補助対象経費の２分の１以内、上限１５千円を補助するものでござい

ます。 

 墓地基金費は４８６千円で、墓地基金への積立てでございます。 

 墓地管理費は１，７４７千円で、墓地管理人への報酬８８２千円のほか、墓地管理に要

する経費を計上してございます。 

 保健衛生費の総額は２億５１，４３１千円で、対前年度比は７，０９３千円の増額でご

ざいます。 

 次に、清掃費について申し上げます。 

 塵芥処理費は１億４９，３０１千円、対前年度比は３，２９４千円の減額でございます。

清掃センター負担金の減額が要因でございます。主な経費は、報償金１，７００千円は指定

ゴミ袋販売手数料。需用費５，８０５千円は、主に消耗品費の指定ゴミ袋作製等の経費で

ございます。委託料５３，９７８千円は、ゴミ収集委託５３，６７９千円、障害者就労施設

にペットボトルの回収業務を委託する費用として２９７千円。使用料及び賃借料９４４千

円は、ゴミ集積場所監視カメラ借上料でございます。負担金補助及び交付金は８６，８１８

千円で、清掃センター負担金８４，４０３千円、資源ゴミ集団回収助成２，２４０千円な

どでございます。 

 ８３ページ、し尿処理費は３２，８３９千円で、クリーンセンター負担金２８，７９０

千円、浄化槽設置整備事業３，９２９千円などでございます。 

 清掃費の総額は１億８２，１４０千円でございます。対前年度比は２，１６３千円の増

額でございます。 

 衛生費の合計は４億３３，５７１千円、対前年度比は９，２５６千円の増額、歳出予算

全体に占める割合は１１．１％でございます。 

 以上で、衛生費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ７８ページの扶助費、１９番扶助費で不妊治療費というところな

んですが、４月から保険扱いになるとは思うんですけれども、いろいろ縛りといいますか、

３年連続で見た人にというような感じで言うておられたような記憶があるんですが、もう

ちょっとこれ不妊治療について、もうちょっと詳しく教えていただきたいなと思います。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） お答えします。 

 不妊治療なんですけれども、今、北村議員がおっしゃったように、令和４年４月から一

部保険適用ということになります。 

 まず、一般不妊治療につきましては、今まで不妊に係る検査、あとそれに対する治療に
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つきましてはもともと保険適用だったんですけれども、この４月から、タイミング療法、

人工授精につきましても新たに保険適用となるということでございます。特定不妊治療、

こちらのほうは体外受精、顕微授精、男性不妊の手術について新たに保険適用になるとい

うことでございます。 

 一般不妊治療につきましては、県の補助がございまして、１年度につき３０千円限度助

成という従来の補助があるんですけれども、それにつきましては、県のほうも引き続き実

施するということでございまして、町のほうもそういった形で、従来どおりの自己負担額

につきまして補助を考えてございます。 

 特定不妊治療につきましては、今回保険適用になるということで、もともと県の助成、

国２分の１、県２分の１で、県の助成で３００千円、上限であったんですけれども、そち

らのほうは保険適用になるということで助成のほうがなくなります。なくなるんですけれ

ども、査定のときには、ちょっとこういった情報まだ来ていませんでして、昨年度と同じ

ような形で、同額で不妊治療の助成ということで町のほうでも取らせていただいています。

こういった形になったということで、町のほうでも町長と協議、相談させていただきまし

て、実際保険適用になったとしても、やはり自己負担というのがかなり、３割ということ

なんですけれどもかかってくるということで、その自己負担分につきまして、今の現状の

町の助成ということで、引き続き実施していくという方向で考えてございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 少し関連もしてですけれども、そうしますと、予算としての計上は

１，６００千であるが、そんなふうに保険適用とかあって、今までよりも、より多くのと

いうか、より広い範囲というか、人数にしろ、回数にしろ、補助の対象になるという理解

でよいのかと、違う項目ですが、その何段か下の予防費のところですけれども、職員手当、

当初から超過勤務３，０００千というようなすごい額の計上でありますが、それだと職場

環境の改善のほうが重要ではないのかとか、そんな考え方もあろうかと思いますが、この

あたりどうですか。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） 保険適用について、治療される方が増えるということでご

ざいましたら、補正でまたお願いできればと考えてございます。 

 この３，０００千円の予防費の職員手当でございますけれども、こちらのほうはワクチ

ン接種に係る超過勤務手当でございまして、当初、この査定の時期には８か月で接種を進

めるということでございましたので、４月、５月、６月という形で、集団接種を進めると

いう形の超過勤務手当を計上させていただいてございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 不妊治療の、増えたらじゃなくて保険適用になると、もともと
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１，６００千の原資でも、保険が適用されるんですから、全額を１人当たり、例えば１人

当たり１００千円を扶助するのではないので、１００千円が仮にですけれども３０千円に

なるわけで、そうすると、原資が１，６００千あったら、人数が全然、だからそういう意

味かと聞いただけです。その意味でいいよみたいなら、もう結構ですけれども、じゃ、そ

の超過勤務の最初からそんな残業ありきで仕事組むんですか。そこを聞きたい。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） 説明不足で申し訳ございません。 

 こちらのほうのワクチン接種の集団接種に係る超過勤務でして、町の職員、土日休みに

出ていただいた方の分になります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） いや、そういう。労働と労務管理、勤怠管理という観点から、普通

に理事者側は勤退管理をする立場なのでね、最初から残業ありきで仕事を組むんですか。

そこを言うている。全く響いていないな、これな。 

 残業なんかせずに、そういうことをせずに業務ができるようにするのが業務でしょう。

結果、やむを得ずするのが残業ですよ。ちょっと待ってください。その辺で、土日に出る

からと、じゃ土日に出ないようにするんが、あなた方の仕事じゃないんですか。勤退管理

する側の。違いますか。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。 

 土曜日の午後から日曜日の午前、午後、１日する場合もございますが、ワクチン接種、

職員全員でやっていこう、災害という考えの下、やっていこうということで、みんなに出

ていただくように最初から話しておりますので、当初は８か月ということだったので、後

に、４月、５月、６月ということだったんですが、もう今のところは６か月ということで

始めておりますので、４月半ばでは終わるかと思うんですが、また、今のところ４回目と

いう話も出ておりますので、そこら辺もまた４回目になりましたら、皆さんにご理解いた

だかないといけないということになりますが、とにかく、みんなで出てやっていくという

ことでございます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 関連にもなるんですけれども、今の７８ページの超過勤務手当の

ところだったんですが、これは職員全体というか、特定の人に対してのというんじゃなく

て、今、聞いて、説明は分かりましたけれども、このワクチン接種に関わる業務全体の中

で、出た職員に対しての予定しているものとして理解はしてよろしいのかな。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） ワクチン接種に各課から出ていただいていますので、そう

いった形の超過勤務手当になります。 
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○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） ８２ページの一番上の補助金についてですけれども、このスズメ

バチ駆除費用というの今年載っておりますけれども、ここのところ、ちょっと具体的に説

明願えますか。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 私が住民課に来てからの話ですけれども、やはり地球環境が暑くなってきている中で、

やっぱりスズメバチの蜂の巣を作る発生数も、相談も結構いただく形になります。 

 去年においても、私の記憶の中では、五、六件は電話来たと思います。そのときにやっ

ぱり業者さんを紹介して、そこでやってくださいとお話はするんですけれども、その中で

もやはりそこそこの費用が、何万円かの費用が要ってきます。その中で、どうしてもその

業者さんが安価で何とか取ってあげるよという形でやってくれるようにしてくれたところ

もあったんですけれども、そこでも、その蜂を駆除できなんだということもあったんです。

そういうこともありまして、県内とか、全国的にいろいろ調査をしましたところ、県内に

おきましては、郡内でもそうですけれども、まだ県内で１市町村やと思います、やってい

るのは。その中で、やはり住民さんの安全を考えていくと、もしけがしたら、それこそ大

変なことになりますので、行政としても、ちょっと一つでも手助けできればなと思いまし

て、今回制度化させていただいた次第であります。 

 その補助金の値段につきましては、先ほどの細部説明のところで説明させていただいた

とおりでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ８２ページの１２番委託料、ペットボトルの回収委託なんですけ

れども、これはどこでやられるのかと。それと、もう一つ、そのままついでに、このシス

テム的に、例えば、アルミ缶でやっているようなシステムで、同じような感じで回収して

いくのかとか、ちょっと詳しくお願いします。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） お答えします。 

 このペットボトル回収事業につきましても、どこでやるかという話ですけれども、今ご

相談しているのは美浜町の太陽作業所さんです。 

 国の法律の中で、障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関する法律ってある

んですけれども、行政は、そういう障害者就労施設で物品等、役務もそうですけれども、

調達できる場合は優先的にそちらでしなさいという法律があります。その中で、美浜町に

おいてもその法律に基づいて要綱をつくっているんですけれども、その中でもそういうふ

うな同じこと触れています。そういう中でペットボトルの回収について、年々人口は減っ

ているんですけれども、現状ペットボトルの回収量は増えています。 
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 そこへ来て、以前２年ほど前まではペットボトルの回収、日高町のワークステーション

さんだと思うんですけれども、そこで行っていたんですけれども、そちらのほうについて

も、当時は中国へ輸出できていたんですけれども、今できない状況になっていって、事業

もやめられたということもあります。その影響もあって、美浜町のペットボトルの回収量

も増えています。 

 そこで、我々直営でやってたんですけれども、やはりメインが住民課の窓口業務でやっ

ていますんで、どうしても窓口の仕事が人数が減ってくるというところもありまして、何

か改善できないかということで、課内で検討したところ、この業務が一番、もし外注でき

たら業務の改善になるのかなということで、今回ペットボトルの委託を計上させていただ

いたところです。 

 回収方法につきましては、従来どおり、昔から行っているとおり、太陽作業所さんにな

ればそこの車両で利用いただいて、町内に全部で６か所あるんですけれども、そちらの回

収場所で回収して、それで、拠点が役場の南側に置くところあるんですけれども、そこへ

運んできてもらって、最終的にはそこから広域さんが広域の清掃センターへ運搬するとい

う形になります。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 今、質問あった２行上、ゴミ収集委託費の件ですが、ここ二、三年

ほぼ額は変わってないやに思います。５３，０００千でずっと同じですので、そうですね。 

 ただ、収集、この間、一般質問では人口も申しましたけれども、世帯数も減少に転じて

おりますね。今３，１００少々ぐらい。二、三年前は三千二百、三百あったやに。いつも

積算の根拠なり、これは相見積りなのか、複数見積りなのかですが、そのあたりどのよう

にして決められているのか。昨年としたら、４７０千円ぐらいの差ですよね。そのあたり

少しご説明を願いたい。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） ご説明いたします。 

 積算の根拠といたしましては、以前から申し上げているとおり、前年度のごみの量の実

績等々、それとそのときの油の値段とか、人件費とか、それを勘案しまして、こちらで積

算額をはじいた上で、それで最終的に業者さんとの話で量が減ってきているので、やはり

我々は量は減っているからこのぐらいの値段が妥当じゃないかとか折衝した上で、最終的

には委託金額決定しているんですけれども、今年についても若干、年間でいきますと、ご

みの収集委託、この中には、個人の収集の委託も入っているんで、ちょっと委託している

業者さんへの一般ごみの収集に関しては、年間でいきますと今、令和３年度と比べると、

約９６千円減額して契約に至る予定にはしているんですけれども、今のところはそういう

状況で、業者といろいろお話ししながら決めていっている状況です。 

 以上です。 
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○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 何か以前は、２者か３者から見積りをいただいていたように聞いた

んですけれども、それはそうなのか。それと昨今、ロシアが云々じゃないですけれども、

燃料油等の高騰もありますので、期中分の料金でそんな上へとか、下へとか、そういうふ

うなお話合いになって契約が変わるとか、そんなことはあるんですか。 

○議長（谷重幸君） 住民課長。 

○住民課長（中西幸生君） 以前、その２者、３者とか、僕の記憶の中ではその２者、３

者とちょっと記憶はないんですけれども、その一者では問題ないということは、ちょっと

最高裁の裁判所記録とかあるんで、そこで問題なく、それで判例があるんで、それに従っ

ているんですけれども、金額、それは原油価格が高騰して、その燃料費が上がると。どう

しても、その収集運搬に影響が出てくるんであれば、その都度やっぱり協議が必要になっ

てきたら、お話をした上で適切な価格を契約変更できるであれば、変更したいときには、

また議会のほうへ上程させていただきます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） ７５ページ、７６ページの下の１２番の委託料のところの、この

たび新規事業で、町長が施政方針でもおっしゃっておりました産婦健康診査費の助成の

２００千、これは委託料にあるんですけれども、その次のページの１９番の扶助費のとこ

ろでも、同じ項目で１５千円とあるんですけれども、多分こっちは病院かなというように

推測するんですけれども、この１５千円のところちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 健康推進課長。 

○健康推進課長（浦真彰君） 龍神議員にお答えします。 

 産婦健診のほう委託料という形でなっているんですけれども、県外とかで里帰りで出産

される方とかの場合の扶助費ということで、１件当たり５千円ということで、３名分、予

算計上してございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） いいですか。 

 次に、第５款農林水産業費から第６款商工費について細部説明を求めます。 

 予算書の８３ページから９４ページまでです。産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） ８３ページから９４ページまでの農林水産業費及び商工

費について、ご説明申し上げます。 

 ８３ページ、農林水産業費、農業費、農業委員会費は８，２７１千円、対前年度比は

１９千円の減額でございます。農業委員の報酬と担当職員１名分の人件費が主なものでご

ざいます。 

 農業総務費は３３，６０１千円で、対前年度比は３４２千円の増額でございます。職員

４名分の人件費と農業研修センター指定管理料、負担金補助及び交付金では、町農業振興
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研究会等の各種団体への負担金や有害鳥獣捕獲支援事業補助金等を計上してございます。 

 次に、８５ページ、農業振興費は１３，２９１千円で、対前年度比は４，９９８千円の

減額でございます。負担金補助及び交付金では農地活用支援事業３，０００千円、多面的

機能支払交付金１，２４３千円、次世代野菜花き産地パワーアップ事業補助金７，１４９

千円など、継続して実施してまいります。 

 農地費は４２，９１１千円、対前年度比は３２，７５５千円の減額でございます。農地

耕作条件改善事業の皆減など工事請負費の減額によるものでございます。８７ページ、委

託料では、農道台帳更新委託料６０５千円、工事請負費の町単独工事４，０００円は、和

田東地区・入山地区の水路改良工事、土地改良施設維持管理適正化事業３，５００円は、

吉原地区の揚水ポンプの更新工事でございます。負担金補助及び交付金、投資及び出資金

では、下水道事業会計（農集）の補助金と出資金なども計上してございます。 

 農業費の合計は９８，０７４千円、対前年度比３７，４３０千円の減額でございます。 

 次に、林業費、林業総務費は５０，３１２千円、対前年度比は２２千円の増額でござい

ます。保安林作業員の人件費、８９ページ、委託料２６，４２６千円では、保安林の松く

い虫防除事業として薬剤地上散布、特別伐倒駆除、樹幹注入を計上してございます。その

ほか使用料及び賃借料１，９６０千円では、重機借上料、保安林作業用のダンプの借上料、

負担金補助及び交付金では、煙樹ヶ浜保安林保護育成会への補助なども計上してございま

す。 

 次に、水産業費について申し上げます。 

 水産業振興費は４，１９６千円で、前年度と同額でございます。委託料１，０００千円

は、河川流出物等回収事業でございます。９１ページ、負担金補助及び交付金では、漁業

研究助成９００千円、三尾漁協上架施設改修補助１，５００千円などを計上してございま

す。 

 漁港管理費は１，２１５千円で、漁港管理に関する経費でございます。 

 次に、漁港建設費は３，０４５千円で、対前年度比１，５００千円の減額でございます。

工事請負費では、三尾漁港海岸漂着物等地域対策推進事業３，０００千円は、三尾漁港海

岸漂着物処理工事でございます。 

 美浜町水産振興基金費６６千円は利子の積立てでございます。 

 水産業費の総額は８，５２２千円で、対前年度比では１，５１６千円の減額でございま

す。 

 農林水産業費の総額は１億５６，９０８千円、対前年度比は３８，９２４千円の減額で

ございます。歳出予算全体に占める割合は４％でございます。 

 以上が、農林水産業費でございます。 

 次に、商工費についてご説明申し上げます。 

 商工費は７，８３４千円で、対前年度比では６，３２８千円の減額でございます。今年

度におきましても美浜町商工会とタイアップしながら、美浜町の特産品を売り出す取組を
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進めてまいります。町商工会への補助金４，５００千円のほか、地場産品活性化事業、中

小企業・小規模企業振興補助金などを計上してございます。 

 次に、観光費は８，２６０千円で、対前年度比では１，４６１千円の増額でございます。

要因は、煙樹海岸キャンプ場の指定管理料２，４００千円の皆増によるものでございます。

煙樹海岸キャンプ場の運営に関する経費、潮騒かおる憩いの広場や日高港湾緑地公園等の

清掃委託料、負担金補助及び交付金では、各種協議会への負担金などを計上してございま

す。 

 商工費の合計は１６，０９４千円、対前年度比は４，８６７千円の減額でございます。

歳出予算の全体に占める割合は０．４％でございます。 

 以上で、農林水産業費及び商工費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ９２ページ、１８番の負担金補助及び交付金、ここの三尾漁協上

架施設の改修補助、これもうちょっと詳しく教えてください。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課主幹。 

○産業建設課主幹（北村卓也君） お答えいたします。 

 三尾漁港の上架施設の改修補助につきましては、漁港内荷さばき場にあります上架施設、

船を海から陸揚げする施設ですけれども、そちらにあります高圧洗浄機の取替え補助でご

ざいます。 

 この高圧洗浄機等につきましては、平成９年度に新設設置されたものでございまして、

現在まで漁協様が大切に使用され続けてこられましたが、約２５年が経過し、故障時機械

の交換部品がないなど、老朽化してきてございまして、令和４年度で取替え設備工事を漁

協様が実施したく考えられておりまして、町がその２分の１を補助するものでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） もう出ているからここで聞きます。 

 ８８ページの上のほうの負担金補助及び交付金と投資及び出資金のところで、下水道事

業会計補助金（農集）、事業会計出資金、これは、去年までは農業集落排水事業特別会計

への繰り出し、つらつら見ると５，０００千円ぐらい、つまり２０％ぐらいの増加になる

のは、その辺はなぜなのかなと。特会で聞くべきかな。もし答えられるんだったらお願い

します。 

○議長（谷重幸君） 上下水道課長。 

○上下水道課長（大江裕君） お答えします。 

 まず、去年までは繰出金という格好で、一本で計上されてました。おっしゃるとおり。 

 今回から、ご存じのとおり地方公営企業会計をしくということで、収益的収支分につい

ては、この一般会計の予算書でいう補助金という項目になります。出資金のほうが収益的
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収支の関係で出資金という格好で分かれるような格好になってきます。出資金のほうで、

収益的収支のほうで、出資という形を取っていただくことによって、公営企業会計をしく

一つのメリットとして、消費税の関係で、不課税収入という格好で判断されますので、節

税の対策になるということがありまして、こういう格好で計上をして、下水道事業のほう

からお願いして、一般会計のほうでこういう計上の仕方をしていただいています。これに

ついては、公営企業会計を適用することによってできることです。 

 ２０％近く増えているということですけれども、これにつきましては、公営企業会計を

しくことによって、特別会計が３月３１日で打切りという格好になります。従来だと、出

納整理期間というのがありまして、収入が３月分は４月の請求の格好になってきます。そ

ういう関係もありまして、支払いのほうも同じようにバックするような格好になってくる

んです。特別会計のほうで特別損失というものを設けていまして、その加減で農集のほう

は、パーセント的に増えが大きいという格好になってございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） ８５ページ、８６ページの３目の１７番備品購入費のところの鳥

獣捕獲保管冷凍庫、その名前のままやと思うんですけれども、これ今度初めて使っている

みたいなんでちょっと教えてください。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） 鳥獣捕獲保管冷凍庫についてお答えします。 

 毎年、やはり鳥獣害の捕獲量というのがかなりあります。今現在、住民課の猫とか、そ

ういうふうな死んだ動物と同じように入れる冷凍庫があるんですけれども、そこへ入れて

おるような現状です。 

 ただ、本来のルール上、日高広域清掃センターへ搬入するんですけれども、本来は、決

まった日に持って搬入するというようなところもございますけれども、いかんせん保管庫

が小さい分、無理を聞いていただいて急に持っていくようなこともございます。当然そこ

に搬入するということは労力もかかるわけですんで、まとめてできるだけ搬入できるよう

な格好で、一つ大きな保管庫を買わせていただいて、ちょっと業務の改善というんか、効

率化を図りたいなという思いで、今回購入をお願いした次第でございます。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） ９０ページの１５の原材料費のこの抵抗性クロマツ苗木、これ煙

樹ヶ浜の植樹に使うんだと思うんですけれども、ここのところちょっと説明願えますか。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） これは抵抗性クロマツですけれども、今年度は６００本

購入予定としております。この財源につきましては、県の１０分の１０の補助で、この抵

抗性クロマツを買うということでございます。単価が１９２．５円で６００本、１１６千

円ということでございまして、今年度も、和歌山県産の抵抗性クロマツの苗を購入し、来
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年２月頃、松の日にまた植樹したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ９番、繁田議員。 

○９番（繁田拓治君） 何年か前から抵抗性クロマツというのを植えていると思うんです

が、今までは、昔から煙樹ヶ浜の松はアカマツですわね。今後、植樹するのに、私も盆栽

なんかしていて分かるんですけれども、アカマツよりもクロマツのほうが、根が横へよく

張りますから強いんだと思いますけれども、今後このアカマツじゃなくても、ずっと、こ

ういうクロマツの植樹でいく予定ですか。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） お答えします。 

 これ県の林業試験場のほうで研究されたクロマツでございまして、そういうことでクロ

マツを購入し植樹しているというような状況でございます。 

 ただまあ新聞でも、最近私も抵抗性のアカマツというのも新聞記事で読んだこともござ

います。ですので、ここはクロマツがいいのか、アカマツがいいのかというのは、やはり

林業試験場、また専門家のご意見を参考にしながら、今後進めていきたいなというふうに

考えております。 

○議長（谷重幸君） ５番、龍神議員。 

○５番（龍神初美君） すみません、今の上です。１１番の役務費の受講手数料って今年

出たと思うんですけれども、どういう受講をする予定ですか。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） お答えします。 

 まず、保安林に関する受講料として、玉かけの技能講習、それと小型移動式クレーンの

運転技能講習、それと高所作業車運転技能講習、各２名ずつの講習の受講手数料でござい

ます。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ９４ページです。そこの１８節の負担金のところで、一番最後に

御坊日高教育旅行誘致協議会負担金がありますが、教育旅行の誘致協議会の現在の活動の

状況とか、それからこの町内への反映、これによっての反映になっている活動というのか

な、どのように結びついているかなど、実績等を説明していただきたい。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） お答えします。 

 これは、先日、実績というのか新聞報道にもあったかと思いますけれども、紀州体験交

流ゆめ倶楽部及び御坊日高教育旅行誘致協議会の負担金として、令和４年度は２年目にな

りますので、今回の予算計上の部分を負担金として計上させていただいておるというとこ

ろでございます。 

 実績につきましては、すみません、ちょっと細かい資料まで、少しお待ちください。ち
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ょっと待ってください。 

○議長（谷重幸君） しばらく休憩します。 

 再開は２時４０分です。 

午後二時二十七分休憩 

   ―――・――― 

午後二時四〇分再開 

○議長（谷重幸君） 再開します。 

 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） 申し訳ございません。実績について答弁させていただき

ます。 

 まず、この教育旅行の組織ですけれども、まず企画部会であったり、民泊部会、あと体

験部会というような部会がございまして、その中で、いろんな活動を行っております。 

 事務局については、営業活動として、大阪府内の旅行会社の営業所の訪問であったり、

中京エリア旅行会社の訪問であったりというところを、令和３年度は進めております。 

 教育旅行等の手配の実績でございます。令和３年度の。この中には、直近では少し中止

になったところもあるかも分かりませんけれども、私、頂いている資料では、４７件の教

育旅行の手配がございました。そのうち、美浜町に関連する教育旅行については３件とい

うことで、１件は滋賀県の高校４１名、それともう一件は、三重県の中学校１６３名、こ

れは御坊市、由良町、みなべ町、日高町、いろいろと分かれて体験をされているというよ

うなところでございます。最後に、美浜町、由良町ということで、岐阜県の中学校が１３

名で訪れて教育旅行を体験しているというようなところです。 

 令和３年度、コロナの状況もあるんですけれども、令和３年度中に、下見に訪問された

学校も１３件ほどあるというようなことで、１年目の実績としてはこれで、２年目、また

３年目として、いろいろと皆さんに来ていただくような活動をしていけたらというふうに

伺っております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） ありがとうございます。 

 この協議会には、この美浜町からも出席をしていることになるんですか。この協議会に

美浜町のほうからは何名の方が出席されていますか。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） これは事務局ということでよろしいですか。 

 我々その担当者会議ということで、私もしくは主幹と担当主事がそういう会議には出席

させていただいているというようなところでございます。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ９４ページのすみません、ちょっと聞き忘れました。真ん中ぐら
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いの１２番委託料、ここに観光ゼミナールの委託業務ということでありますが、これちょ

っと説明お願いします。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） お答えします。 

 おっしゃるとおり新規でございまして、今、三尾でビーチコーミング、シーグラスボー

ルペンというふうな活動をされている方がございます。そういう方にお願いして、体験し

たいという方、今現在２８名ほど、来年予定したいということで伺っておりますので、海

猫屋さんというんですけれども、そこへお願いして、うちが委託するという金額でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 次に、第７款土木費について細部説明を求めます。 

 予算書の９３ページから１０２ページまでです。産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） 次に、９３ページから１０２ページまでの土木費につい

てご説明申し上げます。 

 ９３ページ、土木費、土木管理費、土木総務費は３８，４８７千円、対前年度比では

６，８８４千円の増額でございます。主に職員５名分の人件費と事務経費や各種負担金等

を計上してございます。 

 ９５ページの道路橋梁費、道路橋梁総務費は３，８２５千円で、防犯等に要する経費で

ございます。 

 道路維持費は１８，３６７千円、対前年度比は３，９４２千円の増額でございます。要

因は、町単独工事の増額によるものでございます。道路作業員の人件費、委託料では、ツ

ツジ剪定及び除草業務をシルバー人材センターに委託する費用３２１千円、工事請負費で

は、町単独工事として、道路の修繕工事１２，０００千円を計上してございます。 

 ９７ページ、道路新設改良費は１億２５，９７９千円、対前年度比では３１，４１１千

円の増額でございます。要因は、寺田橋の架け替え、町単独工事の増額によるものでござ

います。委託料では、道路台帳の更新費用５，１１５千円、寺田橋の架け替えによる道路

交通安全対策事業７８，７５０千円でございます。工事請負費の町単独工事３１，５００

千円は、大三尾３３号線改良工事、和田中央２号線排水改良工事、和田西中央線改良工事、

吉原１３号線改良工事、吉原宮前線改良工事、浜ノ瀬新浜海岸線改良工事などでございま

す。 

 道路橋梁費の合計は１億４８，１７１千円でございます。対前年度比は３５，５９７千

円の増額でございます。 

 次に、河川海岸費、河川海岸保全費は１，３２８千円でございます。負担金補助及び交

付金では、県河川協会５１６千円、西川河川改修事業推進協議会への補助金７００千円な

どでございます。 

 砂防費１，０６４千円は、県営事業の小規模土砂災害対策事業、急傾斜地崩壊対策事業
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等でございます。 

 河川海岸費の合計は２，３９２千円でございます。 

 港湾費、港湾管理費９０千円は、日高港振興協会への負担金等でございます。 

 ９９ページ、都市計画費、都市計画総務費７，５２９千円は、対前年度比では７，３０７

千円の増額でございます。要因は、都市計画マスタープラン改定業務、都市計画図作成業

務の皆増によるものでございます。都市計画に関する経費を計上してございます。 

 下水道費は９０，６７２千円でございます。負担金補助及び交付金、投資及び出資金で

は、下水道事業会計（公共）の補助金と出資金を計上してございます。 

 都市計画費の合計は９８，２０１千円でございます。 

 次に、住宅費、住宅管理費４８，３４８千円は、対前年度比では４６，４３７千円の増

額でございます。要因は、町営住宅和田Ｂ団地の屋根外壁改修工事によるものでございま

す。大浜団地、和田Ｂ団地、Ｃ団地の維持管理経費を計上してございます。 

 １０１ページ、住宅基金費２，０２９千円は、住宅基金の利子分のほか、町営住宅の大

規模修繕に備え２，０００千円を積立てするものでございます。 

 住宅費の合計は５０，３７７千円でございます。 

 土木費の合計は３億３７，７１８千円、対前年度比は９９，４２０千円の増額でござい

ます。歳出予算全体に占める割合は８．６％でございます。 

 以上で、土木費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） ９８ページです。１１番役務費で、この不動産鑑定料というのは

どこに係っているんかなと思いまして、これ１個質問します。 

 それともう一つ、１００ページ、都市計画マスタープラン改定業務、これって例えば、

どこの委託、どこへ委託とか、それでどんなにやっていくということを、これをちょっと

説明いただきたいと思います。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） 不動産鑑定料でございます。今年度、結構地区要望も件

数ございまして、その中には、用地買収をというところもございます。特に、和田西の中

央２号線、今、県道御坊由良線から一部拡幅をして、ずっと西中の造成地が新しくできて

いるところあると思うんですけれども、そこへ進入していくところの次の用地、それとそ

の隣接する用地等の鑑定でございます。 

 それと都市計画マスタープランについてですけれども、マスタープランは、今のところ

コンサル発注をして２か年計画で進めていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ８番、森本議員。 

○８番（森本敏弘君） 今の１００ページの１２委託料の中の都市計画マスタープランな
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んですけれども、どのようなものをイメージして発注されているものなのか。その辺のと

ころ、どうでしょうか。 

○議長（谷重幸君） 産業建設課長。 

○産業建設課長（大星好史君） お答えします。 

 マスタープラン自体、美浜町では、平成１５年度、平成１６年３月に美浜町都市計画マ

スタープランというのを策定しております。これは、都市計画法の中で作成が義務づけら

れまして、作成したというふうな経緯がございます。 

 これは都市計画区域だけではなしに、やはり和田地区であったり、そういうところにつ

いても、住宅の道路の整備方針であったり、市街地の整備方針であったり、住宅地の整備

方針であったりというのを、こういうふうなマスタープランの中で描いていくというよう

なところ。主に、土地の利用方針、美浜町では、都市計画区域は、浜ノ瀬、新浜、吉原、

田井と、こういう地区になるんですけれども、和田地区、ほかの地区も含めて、都市的な

土地利用区域の方針、また自然土地利用区域の方針であったりというようなところの計画

をまとめていく、そういうふうな計画であるというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） １０６ページです。１８番負担金補助及び交付金の中の古家解体、

まだか、ごめんなさい。間違いました。すみません。 

○議長（谷重幸君） 次に、第８款消防費について細部説明を求めます。防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） 次に、１０１ページから１０６ページまでの消防費につ

いてご説明申し上げます。 

 １０１ページ、消防費、非常備消防費は１１，３８７千円で、対前年度比は１，２８７

千円の増額でございます。要因は、消防団員の処遇改善を図るため、消防団員の年額報酬

等の引上げによるものでございます。消防団員１０２名分の報酬は６，７６８千円、その

他、消防団活動に要する経費を計上してございます。 

 １０３ページ、消防施設費は３７，２４９千円で、対前年度比は３２，８０９千円の増

額でございます。上田井地区・田井畑地区の消防車両の購入によるものでございます。消

火栓ボックス・ホースなどの備品購入費なども計上してございます。 

 災害対策費は２億２３，６１５千円で、対前年度比は１億１０，２１０千円の増額でご

ざいます。主な要因は、上田井地区津波避難施設整備工事によるものでございます。主な

ものとして、需用費では、上ノ池・松原高台に誘導灯の新設費用として４００千円、委託

費では、防災行政無線保守管理３，８３９千円、災害時生活用水協力井戸の水質検査料

として２６８千円、耐震診断業務委託１，９２０千円、工事請負費では、上田井地区津

波避難施設整備工事１億６７，２００千円、町単独分５，０００千円、避難路整備工事

２，５００千円など、備品購入費６，７９８千円は、災害用備蓄品として、アルファ米、

パン、水などの非常食、マンホールトイレ、簡易トイレ、防災行政無線のバッテリーなど



令和４年美浜町議会第１回定例会（第４日） 

 

 

 
142 

でございます。１０５ページの負担金補助及び交付金では、県総合防災情報システム整備

費負担金１，０１２千円、各地区自主防災会運営補助金１，０００千円、古家解体支援事

業補助金７，５００千円、耐震設計・改修工事総合型事業１１，６６０千円などを計上し

てございます。 

 常備消防費は１億１６，４８２千円で、日高広域消防事務組合負担金等でございます。 

 消防費の合計は３億８８，７３３千円で、対前年度比では１億４４，６２５千円の増額

でございます。歳出予算全体に占める割合は１０．０％でございます。 

 以上で、消防費の細部説明を終わります。よろしくご審議賜りますようお願い申し上げ

ます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） 先ほどは大変失礼しました。 

 その１８番の古家解体事業のことなんですけれども、今回は５千円天ということで、底

ということで、今後７，５００千円を超えていくと、どんどん補助しながら増やしていく

という、この解体事業というのは、やっていくおつもりでいいんですよね、ということで

す。７，５００千円以上になったときに。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） １㎡当たり５千円ということをキープするということで、

上限７５０千円、１５０㎡になります。それに関して、実際予算をオーバーするというこ

とになると、今、北村議員がおっしゃるように、補正なりして５千円はキープしていくと

いうことで、やっていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 単純に新しい項目をお教えください。 

 １０４ページの防災情報データ放送広報委託、それと今、北村議員聞いたところの一番

下ですね。県総合防災情報システム再整備負担金、この２点。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） まず、防災情報データ放送広報委託５３千円の件なんで

すが、これについては、もともと文書広報費のほうで取っておりました。というのが、こ

れは町のお知らせというような形で、テレビ和歌山でデータ放送するような費用というこ

とで取っております。これに関しては、県内の２５か所で取り組んでいます。 

 ただ、これがなぜ防災へ移ってきたかといいますと、当然、災害の中で、うちの放送内

容であったりとか、避難所の開設であったりとか、そういうふうな部分のデータ放送も依

頼するということで、うちのほうへなったというところでございます。 

 それと、すみません、負担金のほうですかね。すみません、県総合防災情報システムの

再整備負担金２，６５０千円についてですが、うちの防災の放送であったりとか、あとは

災害のＪアラートを鳴らすとか、そういうような部分のところなんですが、まずシステム
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に係る衛星系の設備ということで、衛星系のパラボラアンテナであったりとか、衛星系の

端末装置であるとか、そういうのを再整備していくと。それと、交換系ということで、そ

れを映し出す端末機械であったりとか、そういうのを全て、今回やり換えるというもので

あります。 

 ただ、これをなぜやり換えていくかということになると、老朽化等にもよるというとこ

ろもあるんですが、部品も交換ができなくなってきたというところで、新しいものに切り

替えていくということで、今回、この再整備負担金が発生したというところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） この再整備の負担金というのは、町の設備の再整備ということか。

はい、大丈夫です。 

○議長（谷重幸君） いいですか。 

 最後に、第１０款公債費から第３０款予備費について並びに給与費明細書、債務負担行

為に関する調書、地方債に関する調書について細部説明を求めます。 

 予算書の１２９ページから最後までです。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） 次に、１２９ページから最後までご説明申し上げます。 

 １２９ページの公債費、元金償還金は２億９２，４９３千円で、対前年度比では

１３，２０３千円の減額でございます。 

 利子償還金は１２，４２２千円で、対前年度比では３，４５６千円の減額でございます。 

 公債費の合計は３億４，９１５千円で、対前年度比では１６，６５９千円の減額でござ

います。歳出予算全体に占める割合は７．８％でございます。 

 予備費については５，０００千円、前年度と同額を計上してございます。予備費の歳出

予算全体に占める割合は０．１％でございます。 

 以上で、歳出予算の全てをご説明申し上げましたが、添付資料といたしまして、給与費

明細書、債務負担行為に関する調書、地方債残高に関する調書を添付してございます。 

 以上で、令和４年度美浜町一般会計予算について細部説明を終わります。よろしくご審

議の上、ご承認賜りますようお願い申し上げます。 

○議長（谷重幸君） これから質疑を行います。７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。その添付資料ですが、給与費明細書のうちの話ですけれども、

内容をすごく詳しくではなく、うちの職員、例えば年齢層別に、例えば１８から２０まで

とか、２０から２５、２６から３０であるとか、それの各層の人数。できれば、これで個

人が特定されると具合悪いんですけれども、複数いるんであれば、その年齢層の平均給料、

月額でも、年額でも。会計年度の場合は、年齢で給与は関係ないのかな。その辺も、今、

お答えいただけるんだったらいいですし、後から書面で頂いてもあれなんですけれども、

いかがですか。 
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○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） お答えいたします。 

 まず、一般会計もそうですが、各特別会計もそうです。給与費明細書の中で、職員１人

当たりの給与というのがございます。そういった項目がございます。参考までに平均給与

の月額については、一般会計３００,７００円、平均給与月額３１２，６２０円。平均年

齢が３９．９歳となってございます。 

 年齢の層別の人数についてですけれども、後日また改めて議会のほうへ提出したいとい

うふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 最後に締めくくりの質疑を行います。 

 質疑漏れ等ございましたら１人１回程度の質疑を行いたいと思います。４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） 総務費でもありました、この総務管理費で新型コロナウイルスの

感染症対策費、特別給付金というんでしょうか。これ、今回３０，０００千ということで、

残り要望して、あとどれだけか残っているんでしょうか。この３０，０００千以外にまだ

もうちょっと、あるんでしょうかという、ごめんなさい、ちょっと質問の仕方があれなん

ですけれども、まだ残っていますか。 

○議長（谷重幸君） 防災企画課長。 

○防災企画課長（太田康之君） その費用どのぐらい残っているかというところなんです

が、今年度当初予算の中で２７，１１１千円というのが臨時交付金で出ております。それ

で、今あと残りということになるんですが、今、残り額に関しては５６，２９４千円、残

っております。これについてはまだ、事業化はされていませんが、今後、補正なりで対応

していきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ４番、北村議員。 

○４番（北村龍二君） といいますのも、ある住民さん、ある住民さん何人かもそうなん

ですけれども、例えばどこの市町村というわけじゃないんですが、うちもあるわなと。

「何よお」というお話で、今やっている最中やでというお話も、まだ私もよう言わんかっ

たんで、ぜひ、そちらに回すご予定とかというのは、例えば給付金であったり、商品券で

あったり、いやそれは、もう考えておられるんかなと思いまして、最後にお聞きしたいと

思います。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 北村議員にお答えいたします。 

 皆さん、商品券、私ども２弾までやりました、こういうまん防にもなりまして、飲食店

も大変なときでもございます。ほかに何か、まだ皆さんしんどいことがあったら、慌てず

に何かしたいことができてくるかも分からないんで、取りあえず、トイレとか、そういう

ものを先に出して、皆さんにまた喜んでもらえるようなことをしたいと考えております。 
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 本当にガソリンも上がってきています。食料品も上がってきております。皆さん各家庭

も大変だなというふうには考えておりますが、また補正で対応していきたいと思いますの

で、そのときはよろしくお願いいたします。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） ７番。今の同僚、北村議員の質問にもありますけれども、北村議員

がおっしゃったのも選択肢の一つでありましょうし、ということを、取りあえず申し添え

ておきます。 

 令和４年度普通会計経常収支の状況、この表から最後にお聞きします。 

 まずいつも、これは僕、聞いていると思うんですが、比率が１０６．９％。この数字は

どのように考え、どのように捉えられているのか。確か私が議員になった頃は、８０の後

半か、９０％の頭か。当時、先輩の議員からは、もう９５なんか超えたら大変だというよ

うな話を、この話は何か二、三年前にも言った記憶がありますので、何考えているのかと

同時に、例えば町税、地方譲与税で約６億弱ですよね。ところが、もう人件費で既に８億

４０，０００千ほど。具体的なこの項目、今２つほど言いました。同時に寄附金３億を入

れてなお１０６．９。不安で仕方ないような感じも否めませんが、財政当局者なり、町長

のご見解を賜りたいです。 

○議長（谷重幸君） 総務政策課長。 

○総務政策課長（野田佳秀君） 経常収支比率についてですが、まず、決算ベースでいき

ます。令和２年度の決算でいきますと、経常収支比率は９３．１でございました。令和元

年度が９６．６、平成３０年度については９６．６と同率ですね。 

 予算についてですけれども、今回につきましては、令和４年度が１０６．９、令和３年

度が１１０．８ということで３．９％の減となっております。要因といたしまして、まず

歳入のほうですけれども、経常の一般財源が９１，９５１千円の増。この要因ですが、地

方消費税で２０，０００千円、地方交付税で１億５８，０８７千円、この増加が主な要因

となってございます。 

 一方、歳出のほうですが、こちらも増えていまして、経常の一般財源が１２，０８８千

円の増でございます。要因といたしまして、物件費で３７，３８２千円の増で、こちらに

ついては、旅費とか、需用費とか、役務費とか、委託料とか、使用料とか、そういったも

のが増加となった要因でございます。 

 そのほかにも、補助費のほうについても、農集、公共下水道の公会計の関係で８４，７１９

千円の増、一方、繰出金については、その関係でマイナス９５，４５４千円の減と、公債

費については１２，７１８千円の減といったところでございます。 

 全体的に見ますと、どちらも増えているわけなんですが、特に歳入の経常の一般財源が、

交付税の増加が、今回経常収支比率が下がった要因となっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） 町長。 
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○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。 

 予算査定につきましても、私もこの経常収支について、気にしながら査定をしたという

経緯でございます。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） ７番、谷進介議員。 

○７番（谷進介君） 昨年よりはということで、令和２年の決算が、僕の経験則からいう

と、予算で１１０が９３、何か信じ難い、先輩方とか、経験からだと大体８％が１０％ぐ

らい、予算で決算というような数字の変化というのは、ずっと意識があるんですけれども、

そんなふうなことをすると、今年度、令和４年はもう決算ベースになるとやはり９６、九

十七、八程度になっていくのかなと。 

 そうなると非常に、もともと硬直はしているんでしょうけれども、より一層、このあた

り、どのようにすれば、もちろん正解を持っているわけではございません。私もただの議

員でございますので、その辺、より一層考えでやっていただくとか、そのあたりの方針、

しっかりしたものがあるのかどうか、再度お聞きします。 

○議長（谷重幸君） 町長。 

○町長（籔内美和子君） 谷議員にお答えいたします。 

 谷議員おっしゃるように、やはりそこら辺はきっちり精査しながら進んでいけたらと考

えております。 

 以上です。 

○議長（谷重幸君） これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

○議員 「ありません」 

○議長（谷重幸君） これで討論を終わります。 

 これから採決します。この採決は、起立によって行います。 

 本件、原案のとおり決定することに賛成の方は起立願います。 

○議員 （起立多数） 

○議長（谷重幸君） 起立多数です。したがって、議案第８号 令和４年度美浜町一般会

計予算については、原案のとおり可決されました。 

 以上で、本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会します。 

午後三時十六分散会 

 再開は明日１８日午前９時です。 

 お疲れさまでした。 


